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このたびは、ビデオトロン製品をお買い上げいただきありがとうございました。 

安全に正しくお使いいただくため、ご使用の前にこの取扱説明書を必ずお読みください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



I 

この製品を安全にご使用いただくために 

 

警告 

誤った取扱いをすると死亡または重傷、火災など重大な結果を招く恐れがあります。 

 

１）電源プラグ、コードは 

・定格で定められた電源以外は使用しないでください。 

・差込みは確実に。ほこりの付着やゆるみは危険です。 

・濡れた手でプラグの抜き差しを行わないでください。 

・抜き差しは必ずプラグを持って行ってください。コードを持って引っ張らないでください。 

・電源コードは巻かずに、伸ばして使用してください。 

・電源コードの上に重い物を載せないでください。 

・機械の取り外しや清掃時等は必ず機械の電源スイッチを OFF にし、電源プラグを抜いてから行ってください。 

 

２）本体が熱くなったら、焦げ臭いにおいがしたら 

・すぐに電源スイッチを切ってください。電源スイッチのない機械の場合は、電源プラグを抜くなどして電源の供給を 

停止してください。機械の保護回路により電源が切れた場合、あるいはブザー等による警報がある場合にもすぐに 

電源スイッチを切るか、電源プラグを抜いてください。 

・空調設備を確認してください。 

・しばらくの間機械に触れないでください。冷却ファンの停止などにより異常発熱している場合があります。 

・機械の通風孔をふさぐような設置をしないでください。熱がこもり異常発熱の原因になります。 

・消火器の設置をお勧めします。緊急の場合に取り扱えるようにしてください。 

 

３）修理等は、弊社サービスにお任せください 

・感電・故障・発火・異常発熱などの原因になりますので、弊社サービスマン以外は分解・修理などを行わないでください。 

・故障の場合は、弊社 サポートセンターへご連絡ください。 

 

４）その他 

・長期に渡ってご使用にならない時は電源スイッチを切り、安全のため電源プラグを抜いてください。 

・質量のある機械は一人で持たず、複数人でしっかりと持ってください。転倒や機械の落下によりけがの原因になります。 

・冷却ファンが回っている時はファンに触れないでください。ファン交換などは必ず電源を切り、停止していることを確かめて 

から行ってください。 

・車載して使用する場合は、より確実に固定してください。転倒し、けがの原因になります。 

・ラックマウントおよびラックの固定はしっかりと行ってください。地震などの災害時に危険です。 

・機械内部に異物が入らないようにしてください。感電・故障・発火の原因になります。 

 
 
 
 
 
 
 



II 

注意 

誤った取扱いをすると機械や財産の損害など重大な結果を招く恐れがあります。 

 

１）機械の持ち運びに注意してください 

・落下等による衝撃は機械の故障の原因になります。 

また、足元に落としたりしますとけがの原因になります。 

 

２）外部記憶メディア対応の製品では 

・規格に合わないメディアの使用はドライブ・コネクターの故障の原因になります。 

マニュアルに記載されている規格の製品をご使用ください。 

・強い磁場がかかる場所に置いたり近づけたりしないでください。内部データに影響を及ぼす場合があります。 

・湿気やほこりの多い場所での使用は避けてください。故障の原因になります。 

・大切なデータはバックアップを取ることをおすすめします。 

 

 

●定期的なお手入れをおすすめします 

・ほこりや異物等の浸入により接触不良や部品の故障が発生します。 

・お手入れの際は必ず電源を切り、電源プラグを抜いてから行ってください。 

また、電解コンデンサー、バッテリー他、長期使用劣化部品等は事故の原因につながります。 

安心してご使用していただくために定期的な（５年に一度）オーバーホール点検をおすすめします。 

期間、費用等につきましては弊社 サポートセンターまでお問い合わせください。 

 

 

※上記現象以外でも故障かなと思われた場合やご不明な点がありましたら、弊社 サポートセンターまでご連絡ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



III 

保証規定 

 

・本製品の保証期間は、お買い上げ日より１年間とさせていただきます。なお、保証期間内であっても次の項目に 

該当する場合は有償修理となります。 
 

（1） ご利用者様での、輸送、移動、落下時に生じた製品破損、損傷、不具合。 

（2） 適切でない取り扱いにより生じた製品破損、損傷、不具合。 

（3） 火災、天災、設備異常、供給電圧の異常、不適切な信号入力などにより生じた破損、損傷、不具合。 

（4） 当社製品以外の機器が起因して当社製品に生じた破損、損傷、不具合。 

（5） 当社以外で修理、調整、改造が行われている場合、またその結果生じた破損、損傷、不具合。 

 

 

・修理責任免責事項について 
 

当社の製品におきまして、有償無償期間に関わらず出来る限りご依頼に沿える修理対応を旨としておりますが、 

以下の項目に該当する場合はやむをえず修理対応をお断りさせていただく場合がございます。 
 

（1） 生産終了より７年以上経過した製品、及び製造から１０年以上経過し、機器の信頼性が著しく低下した製品。 

（2） 交換の必要な保守部品が製造中止により入手不可能となり在庫もない場合。 

（3） 修理費の総額が製品価格を上回る場合。 

（4） 落雷、火災、水害、冠水、天災などによる破損、損傷で、修理後の恒久的な信頼性を保証出来ない場合。 

 

 

・アプリケーションソフトについて 
 

（1） 製品に付属しているアプリケーションは、上記規定に準じます。 

（2） アプリケーション単体で販売している場合は、販売終了より３年経過した時点で、サポートを終了いたします。 

 

※紙の保証書は廃止し、製品のシリアル番号で保証期間内外の判断をさせていただいております。 

 

何卒、ご理解の程よろしくお願いいたします。
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1．概 説 

 

MTX-70-3216HBは3G/HD/SD-SDI、 DVB-ASI信号対応の32×16マトリックススイッチャーです。マルチレートリク

ロック、ブランキングスイッチ、RS-422によるリモート制御に対応しています。Micro BNCコネクター採用により小型

化を実現しております。オプションのリモートパネルMTX-70P-NW、MTX-70UP-321、MTX-70UP-161による手動切

り替えも可能です。MTX-70P-NWはキートップに最大8文字の漢字表示が可能で、パネル上でクロスポイントの設

定が一目瞭然です。 

※ご使用の際には、放熱の関係でコネクターモジュール及びメインモジュールを必ず筐体のスロット1～3に取り付 

けてください。 

 

《特 長》 

● 3G/HD/SD-SDI、DVB-ASI （EN50083-9）に対応 

● 3G/HD/SD-SDI 信号を自動判別し、リクロック出力 

● リファレンス入力があり、ブランキングスイッチに対応  ※1、※2 

● Micro BNC コネクター採用による小型化を実現 ※3 

● クロスポイントの設定を 16 パターンまでプリセット可能 

● 電源起動時のクロスポイント設定は、電源遮断時の設定を保持 

● 電源起動時、任意のプリセットパターンを指定可能 

● 指定した入力を順番に出力するシーケンスモードを搭載 

● オプションの GPI―70B を使用で、プリセットパターンを接点制御 ※4 

● オプションの MTX-70P-NW、 MTX-70UP-321、MTX-70UP-161 による手動制御に対応 ※5 

● RS-422 によるリモート制御に対応 ※6 

● UDP 通信によるリモート制御に対応 ※7 

● Vbus 筐体の LAN 端子を使用して、SNMP の監視、及びリモート制御に対応 ※6  

● 4K 切り替え(Quad-Link)や Fill&KEY 切り替えなど(Dual-Link)対応 ※8 

● ボタンのバックライトを消灯または点滅させて入力信号が無くなったことを伝える、入力信号モニター機能  

● モジュール冷却用FAN の二重化 ※9 

 

※1 3G/HD/SD-SDI信号入力時、かつ同じフォーマットの切り替え時のみ、ブランキングスイッチが可能。DVB-ASI信号はブランキ

ングスイッチに対応しません。 

※2 他のリファレンスマスターのモジュール、またはVbus筐体からリファレンス信号を受信することが可能です。他モジュールにリ

ファレンスを供給する機能はありません。 

※3 ＭicroBNCは専用の挿抜工具のご使用をお勧めします。（BET- HBNC カナレ電気社製など） 

※4 GPI-70BはMTX-70-3216HBモジュールのRS-422 I/Fを占有します。クロスポイント制御は入出力数により制御可能なチャンネ

ル数に制限があります。  

※5 詳細はMTX-70P-NW、MTX-70UP-321、MTX-70UP-161の取扱説明書を参照してください。 

※6 簡易制御アプリケーションを付属しています。 

※7 詳細は、弊社営業部にお問い合わせください。 

※8 Quad-Linkは8×4、Dual-Linkは16×8のマトリックススイッチャーとして使用できます。 

※9 冷却FANは二重化してあります。直ちに使用を中止できない場合、片側FANだけでの運用も可能ですが、早めの修理をお勧め

します。 
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2．機能チェック 

 

1．構 成 

【本 体】 

 番号 品名 型名・規格 数量 記事 

 
1 

3G 対応32×16 マトリックス 

スイッチャー 
MTX-70-3216HB 1  

 2 コネクターモジュール  1  

 3 MTX-70 アプリケーションソフト CD-ROM 1 
RS-422//SNMP 制御ソフト 

ボタンエディット ※1 

 4 取扱説明書  1 本書 

 

【MTX-70P-NW】 （オプション） 

 

【MTX-70UP-321】 （オプション） 

 

【MTX-70UP-161】 （オプション） 

 

【GPI-70B】 （オプション） 

 

【MTX-70-03】 （オプション） 

 

 番号 品名 型名・規格 数量 記事 

 
1 

ネットワーク対応 

マトリックス スイッチャー パネル 
MTX-70P-NW 1 漢字表示対応 

 2 電源ケーブル 2m 1  

 3 ラックマウントビス 5mm 4  

 4 取扱説明書  1  

 番号 品名 型名・規格 数量 記事 

 
1 

32×1 1 バスモニター 

セレクトパネル 
MTX-70UP-321 1  

 2 電源ケーブル 2m 1  

 3 ラックマウントビス 5mm 4  

 4 取扱説明書  1  

 番号 品名 型名・規格 数量 記事 

 
1 

16×1 1 バスモニター 

セレクトパネル 
MTX-70UP-161 1  

 2 電源ケーブル 2m 1  

 3 ラックマウントビス 5mm 4  

 4 取扱説明書  1  

 番号 品名 型名・規格 数量 記事 

 1 メインモジュール GPI-70B 1 接点でプリセットパターン切換 

 2 コネクターモジュール  1  

 3 RS-422 ケーブル 60cm 1 クロスケーブル 

 4 取扱説明書  1  

 番号 品名 型名・規格 数量 記事 

 
1 

RS-422 

変換ケーブル 
MTX-70-03 1 

HR10A-7P-6P(73) ヒロセ丸型コネクター Dsub9

ピン変換ケーブル(1m) 
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【USB-422】 （オプション） 

 

※ MTX-70アプリケーションソフトのシステム条件 

  ・OS     Windows® 7 Professional/Ultimate 32/64bit、 

         Windows® 8.1 Pro 32/64bit、Windows® 10 Pro 32/64bit、Windows® 11 Pro 64bit   

  ・CPU    Intel CPU 2 コア以上で 1.5GHz 以上 

  ・メモリ   2GB 以上 

  ・ディスプレイ    XGA（1024×768 ピクセル）以上 

  ・カラー    32 ビットカラーモード（必須) 

  ・ハードディスクまたは SSD    500MB 以上の空き領域 

  ・ネットワーク（LAN）    100BASE 以上 

 

2．筐体への取り付け 

ご使用の際には、コネクターモジュール及びメインモジュールを必ず筐体スロットの1～3に取り付けてください。 

実装方法についてはVbus-70/74シリーズの取扱説明書を参照してください。 

※実装時の注意点 

MTX-70-3216HBモジュールは3スロットを占有するためVbus-70/74シリーズ専用となっています。 

本モジュールは放熱の関係で、必ず筐体のスロット1～3に取り付けてください。 

 

 

3．機能チェック接続 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図2.1 機能チェック接続図 

 番号 品名 型名・規格 数量 記事 

 
1 

汎用USB RS-422 変換 

オプション 
USB-422 1 

UTS-422 

RS-422 コネクター変換ケーブル（1ｍ） 

INPUT
1

2

3

4

5

7

8

9 17 25

10 18 26

11 19 27

12 20 28

13 21 29

14 22 30

15

6

23 31

16 24 32

1 9

2 10

3

4

5

11

12

13

6

7

8

14

15

16

OUTPUT

REF IN

LAN1

LAN2

MTX-70-3216HB

 

マルチスキャンSDIモニターマルチスキャンSDIモニター

MTX-70-3216HB
モジュール　背面

MTX-70P-NW

Vbus-70V2棚

SDI IN REF IN

 

REMOTE

REMOTE

REMOTE

REMOTE

REMOTE

REMOTE

REMOTE

REMOTE

REMOTE

REMOTE

PAGE

INPUT
PAGE

OUTPUT

STATUS

LOCK

LOCAL LOCAL LOCAL LOCAL LOCAL

LOCALLOCALLOCALLOCALLOCAL MTX-70P-NW

 

HUB
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4．POWERON までの手順 

（１）MTX-70-3216HBモジュールをVbus筐体へ正しくセットします。 

（２）Vbus筐体の電源プラグをAC100Vのコンセントに接続します。 

（３）MTX-70-3216HBモジュールのREF INにBBS信号を接続します。 

（４）映像の異なるSDI信号を2系統用意します。SDI信号は、3G、HD、SDのいずれでも構いません。 

これらのSDI信号をMTX-70-3216HBモジュールのSDI IN1、2にＭicro BNCケーブルで接続します。 

（５）MTX-70-3216HBモジュールのSDI OUT1をＭicro BNCケーブルでマルチスキャンSDIモニターの入力端

子に接続します。 

（６）筐体の電源スイッチをONにすると、筐体のパワーランプが点灯します。 

 

【オプションのMTX-70P-NWを使用する場合の追加手順】 

（７）MTX-70P-NWの電源プラグをAC100Vのコンセントに接続します。 

（８）MTX-70P-NWの10/100BASEコネクターとHUBを接続します。 

（９）Vbus筐体の10/100BASEコネクターとHUBを接続します。 

（１０）MTX-70P-NWの電源スイッチをONにすると、MTX-70P-NWのステータスランプが緑色に点灯します。 

※ステータスランプが赤色に点滅している場合、接続およびIPアドレス等の設定を再確認してください。 
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5．基本動作チェック 

下記の操作で本機が正常に動作していることをチェックします。 

正常に動作しない場合は 「8．トラブルシューティング」を参照してください。 

（１）前項の「POWER ONまでの手順」に従いそれぞれのケーブルを接続します。 

（２）工場出荷設定では、SDI IN1に入力している信号が、SDI OUT1へ出力されます。 

映像信号が正常に出力されていることを確認してください。 

（３）下記の操作で、SDI IN2に入力している信号が、SDI OUT1へ出力されるように、クロスポイントの変更を

行います。 

（４）本体正面のディスプレイまたはツマミを押しメニュー選択画面に入ります。 

ツマミを回し、MATRIX を選択します。 

ツマミを押し、MARIX変更メニューに入ります。 OUTPUT1 を選択し、ツマミを押します。この状態でツ 

マミを回すと、INPUT1からINPUT32が選択できます。ここでは、INPUT2 を選択します。ツマミを押して 

メニュー画面を抜けます。出力がINPUT1からINPUT2に変更することを確認します。 

         ※ 本書では、”   ”で囲われた文字は本体正面のディスプレイに表示される文字です。 

             ディスプレイとツマミは押すことでメニュー画面に切り替わります。ツマミを回すことでメニュー選択できます。 

               項目の決定は、ツマミを押すことで実行されます。 

         

 

【オプションのMTX-70P-NW、MTX-70UP-161、MTX-70UP-321を使用する場合の動作チェック】 

（１）前項の「POWER ONまでの手順」に従いそれぞれのケーブルを接続します。 

（２）工場出荷設定では、SDI IN1に入力している信号が、SDI OUT1へ出力されます。 

映像信号が正常に出力されていることを確認してください。 

（３）下記の操作で、SDI IN2に入力している信号が、SDI OUT1へ出力するように、クロスポイントの変更を行

います。 

（４）MTX-70P-NW、MTX-70UP-161、MTX-70UP-321の右上のステータスランプが緑色に点灯していること

を確認してください。ステータスランプが消灯、あるいは赤色に点滅している場合、MTX-70P-NW、

MTX-70UP-161、MTX-70UP321の操作は無効状態です。ケーブルの接続やIPアドレス等設定を再確認

してください。 

（５）MTX-70P-NWの場合INPUT列の「2」のボタンを押すと、ボタンが明るく発光し、クロスポイントの変更が

行われます。SDI IN2の信号がSDI OUT1へ出力されます。 

MTX-70UP-161、MTX-70UP-321の場合、工場出荷時設定のままであれば、入力ソースボタン「2」を選

択することで、SDI IN2の信号がSDI OUT1へ出力されます。 
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（12）

（10）

（11）SW1

3．各部の名称と働き 
 

1．MTX-70-3216HB モジュール／コネクターモジュール 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図3.1 MTX-70-3216HB モジュール／コネクターモジュール正面図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) REF ランプ 

リファレンス信号が検出されると緑色に点灯します。未検出状態の時、橙色に点滅します。リファレンス信号を他モ

ジュールから供給する設定”EXT SUB”の時も同様に、リファレンス信号が検出されると緑色に点灯、未検出状態の

時、橙色に点滅します。 

ブランキングスイッチを行う場合、必ずSDI信号に合わせたリファレンス信号を入力してください。ブランキングス

イッチを必要としない場合は、リファレンス信号が無くても問題ありません。 

  

(2) 表示器 

現在のマトリクスの状態および設定メニューが表示されます。本機はメニュー形式で、各種設定を行います。 

 

(3) 取っ手 

筐体との着脱を行う際はこの部分を持ちます。 

 

(4) 選択ツマミ 

押すことでメミュー選択や項目の決定または、回すことでメニュー階層の選択をするスイッチです。 

図3.2  MTX-70-3216HB モジュール基板面

図 

RS-422

REF IN

LAN 1

LAN 2

1 1 99 17 25

2

3

4

5

6

7

8

10

11

12

13

14

15

16

18

19

20

21

22

23

24

26

27

28

29

30

31

32

2

3

4

5

6

7

8

10

11

12

13

14

15

16

OUTPUTINPUT

 

PUSH MENU

SELECT

PUSH ENTER

MTX-70-3216HB
MATRIX SWITCHER

REF IN

 

(1)

(2)

(3)

(4)

(5) (6)

(7)

(9)

(3)

(8)
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(5) SDI INPUT 1～32 

SDI信号入力コネクターです。Micro BNC コネクターをご使用ください。 

 

(6) SDI OUTPUT 1～16 

SDI信号出力コネクターです。Micro BNC コネクターをご使用ください。 

選択したINPUTが無信号の場合、OUTPUTは無信号になります。 

 

(7) REF IN 

リファレンス信号の入力端子です。ブランキングスイッチを行う場合、必ずSDI信号に合わせたリファレンス 

信号を入力してください。ただし、3G規格のリファレンス信号には対応しておりません。 

3G信号のブランキングスイッチを行う場合、「4.5リファレンス信号について」の項を参照してください。 

ブランキングスイッチを必要としない場合は、リファレンス信号が無くても問題ありません。 

 

(8) RS-422 

RS-422でクロスポイントの切り換え制御ができます。 

 

(9) LAN1、LAN2 

10/100/1000BASEのRJ45コネクターです。将来拡張用のコネクターです。 

 

(10) コネクターモジュール接続部 

コネクターモジュールに接続されるコネクターです。 

 

(11) 筐体接続部 

筐体内部の基板に接続されるコネクターです 
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(12) DIP SW 

 

・DIPSW１- 1は常にON、 DIPSW１-、5、7は設定OFFで使用してください。 

・BNC基板を取り付けた状態で実行して下さい。 

 

1）DIPSW１-2 GPI-70B プリセットタリー出力設定  

オプションのGPI-70B使用時、タリー信号の出力条件を設定します。 

DIP SW１-2 GPI-70B プリセットタリー出力設定 

OFF 
プリセットされている内容からその他の制御でクロスポイントに変更があった場合

に、ディセーブルされます。 

ON 
プリセットされている内容からその他の制御でクロスポイントが変更されても、イ

ネーブルを保持します。 

 

2）DIPSW１-3 GPI-70B タリー機能設定 

オプションのGPI-70B使用時、タリーの機能を設定します。 

DIP SW１-3 GPI-70B タリー機能設定 

OFF プリセットパターンを切り替えます。 

ON クロスポイントを切り替えます。 

 

3）DIPSW１-4 SNMP MIB拡張設定 

SNMP MIBの項番2000番以降 (ExtCrossPoint1-32) を指定します。 

DIP SW１-4 SNMP MIB拡張設定 

OFF 項番2000番以降 (ExtCrossPoint1-32) を無効にします。 

ON 項番2000番以降 (ExtCrossPoint1-32) を有効にします。 

 

4）DIPSW１-6 RS-422シリアル通信の監視機能設定 

RS-422シリアル通信の監視機能を設定します。 

DIP SW１-6 シリアル通信監視機能設定 

OFF 監視機能 を無効にします。 

ON 監視機能 を有効にします。 

クロスポイントの状態取得コマンド ['w'] が、8秒以上、処理されなかった時に、SNMP:MODULE  

STATUSのトラップとして通知し、WebServerに表示することができます。 

通信が復旧しても通知は保持しています。通知は、SNMP:MODULE STATUSに'3をWRITE'するか、 

メニューボタンを押下するとクリアします。 

 

5）DIPSW-8 工場出荷時設定 

DIP SW１-8 工場出荷時設定 

OFF 通常動作 

ON 工場出荷時設定実行 

工場出荷設定にする際、使用します。詳細は「7.工場出荷設定」の項を参照してください。 

 

  

ON

SW1

8 7 6 5 4 3 2 1
ON

18
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２．MTX-70P-NW （オプション） 

REMOTE

REMOTE

REMOTE

REMOTE

REMOTE

REMOTE

REMOTE

REMOTE

REMOTE

REMOTE

PAGE

INPUT
PAGE

OUTPUT

STATUS

LOCK

LOCAL LOCAL LOCAL LOCAL LOCAL

LOCALLOCALLOCALLOCALLOCAL MTX-70P-NW

 

 

(1)

(2)

(3) (4) (5)

(6) (7) (8) (9) (10)
(11) (12) (13)

(14)

(15)

(16)

(17)

 

図3.4 MTX-70P-NW 正面図/背面図/側面図 

 

（１） 入力ページボタン 

入力ソースボタンを表示するページを選択します。ページのUP/DOWNで操作したいボタンを含むページを表示しま 

す。また、現在表示しているページ番号を表示します。 

入力ページボタンを押しながら、電源を投入するとBNCケーブル接続モードとネットワーク接続モードを切り替える 

ことができます。「4．12．(6)電源投入時設定」の項を参照してください。 

 

（２） 入力ソースボタン 1～32 

入力ソースを選択するボタンです。SDI IN1～32に入力している信号に対応します。 

デフォルトで１～32の数字が表示されます。入力ソース毎に任意の漢字を表示することができます。 

入力ソースを検出できないとき、ボタンのバックライトが消灯します。「4．12．(4)入力信号モニター機能」の項を 

参照してください。 

入力ソースボタンを押しながら、電源を投入すると電源投入時設定を行います。「4．12．(6)電源投入時設定」の 

項を参照してください。 

入力ソースボタンを押しながら、パネルロックスイッチをOFFにすると、プリセットパターンの切り替えを行います。 

「4．12．(3)プリセット切り替え」の項を参照してください。 
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（３） 出力ページボタン 

出力ボタンを表示するページを選択します。ページのUP/DOWNで操作したいボタンを含むページを表示します。  

また、現在表示しているページ番号を表示します。UP/DOWNの同時長押しで簡易メニューを起動します。簡易メ 

ニューで出力ページボタンのUP/DOWNの方向を反転することが可能です。「4．12．(8)簡易メニューについて」の 

項を参照してください。 

 

（４） 出力ボタン 1～10 

出力先（ディスティネーション）を選択するボタンです。SDI OUT1～16の端子に対応します。 

デフォルトで1～16の数字が表示されます。クロスポイントの状態が表示されており、SDI OUT1～16に割り当てら 

れている入力ソースが確認できます。また簡易メニューにも使用されます。 

出力先（ディスティネーション）の設定方法については「4．12．(1)クロスポイントの変更方法」、簡易メニューにつ 

いては「4．12．(8) 簡易メニューについて】の項を参照してください。 

出力ボタンを押しながら、パネルロックスイッチをONにすると、入力信号モニター機能の設定、入力INHIBIT設定 

を行います。「4．12．(4)入力信号モニター機能」および「4．12．(5)入力INHIBIT設定」の項を参照してください。 

 

（５） STATUSランプ 

MTX-70P-NW が操作可能な状態の時、緑色に点灯します。 

赤色点滅時は、操作ができません。接続や設定に問題が無いか確認してください。 

緑色点滅時は、MTX-70P-NW が MTX-70-3216HB からボタンの表示データを受信している時です。電源起動時や、

通信ケーブルを抜き差しした時、この状態になります。この時、パネルの操作はできません。 

ネットワーク接続時は緑点滅が低速の場合は他のMTX-70P-NWがボタン表示データを受信中で待ち状態の時です。

他の MTX-70P-NW の受信が終了すると自動的に受信が始まります。 

 

（６） LOCALランプ 

橙色点灯時、手動でクロスポイントの変更が可能です。消灯時はクロスポイントの手動操作が無効です。 

 

（７） REMOTE/LOCAL切り換えスイッチ 

REMOTE、LOCAL の有効、無効の設定ができます。REMOTE、LOCAL どちらも有効、無効の設定が可能で、 

4 通りの組み合わせがあります。この操作は接続しているすべてのパネルおよびメインコントロールモジュールとし 

てネットワーク接続しているすべてのパネルに連動します。 

シーケンスモードが ON の時、REMOTE ON でシーケンスモードが動作します。 

 

（８） REMOTEランプ 

緑色点灯時、リモートでクロスポイントの変更が可能です。消灯時はクロスポイントのリモート操作が無効です。 
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（９） パネルロックスイッチ 

MTX-70P-NW の操作を禁止します。この操作はカスケードやネットワーク接続しているその他のパネルに連動しま 

せん。 

パネルロック状態で入力ソースボタンを押しながらパネルロックスイッチを OFF にするとプリセットを読み出します。 

「4．12．(3)プリセット切り替え」の項を参照してください。 

また、出力ボタンを押しながら、パネルロックスイッチを ON にすると、入力信号モニター機能の設定、入力 INHIBIT 

設定を行います。「4．12．(4)入力信号モニター機能」および「4．12．(5)入力 INHIBIT 設定」の項を参照してください。 

 

（１０） ラックマウントねじ取り付け穴 

ラックマウントする際に使用します。 

 

（１１） PANEL INコネクター 

MTX-70-3216HB では未使用です。 

    

（１２） PANEL OUTコネクター 

MTX-70-3216HB では未使用です。 

    

（１３） 電源ケーブル固定金具 

電源ケーブルの抜け防止です。運用時は、必ず電源ケーブルを固定してお使いください。 

    

（１４） 10/100BASE 

SNMP 制御用の 10/100BASE  LAN コネクターです。制御対象のネットワーク接続に使用します。 

    

（１５） パワースイッチ 

電源スイッチです。 

    

（１６） ヒューズホルダー 

ヒューズホルダーの下部に引出口があり、マイナスドライバーを使用してヒューズホルダーを引き出すことができま 

す。ヒューズホルダーの中には予備ヒューズが一個装着されています。 

    

（１７） ACインレット 

電源ケーブルを接続します。 
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３．MTX-70UP-321、161 （オプション） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（1） 入力ソースボタン(兼 DEL/LEFT/RIGHT/DOWN/UPボタン) 

入力ソースを選択するボタンです。選択しているボタンが発光します。 

また、MTX-70UP-321 の DIRECT 選択では下段のボタンを出力選択として使用します。 

MENU では DEL/LEFT/RIGHT/DOWN/UP ボタンも兼ねています。また、サルボ送信、プリセット読み込

み、INHIBIT 設定、ボタン色設定にも使用します。 

入力ソースボタンを押しながら、電源を投入すると、電源投入時設定を行います。 

詳細は「MTX-70UP-321,161の取扱説明書」を参照してください。 

 

（2） メニュー選択ボタン 

長押しでメニュー機能を起動します。またサルボ送信が有効な場合サルボ送信の起動に使用します。 

MTX-70-3216HB 制御時、ページ送りボタンとして機能します。 

 

（3） SETボタン 

メニューの選択を決定します。また 16CH を超えるコントローラ(MTX-70-3216HB)を制御する場合は

17CH 以降の選択に使用します。 

MTX-70-3216HB 制御時、ページ戻し(サルボ送信有効時は送り)ボタンとして機能します。 

詳細は「MTX-70UP-321,161 の取扱説明書」を参照してください。 

 

 

 

 

STATUS

LOCK

MENU

SET

MTX-70UP-321

INPUT
SOURCE

1210987654321

17 18 19 20 21 22 23 24 25 2726 28 29 30 31 32

13 14 15 16DEL11

 

STATUS

LOCK

SET

DEL

INPUT
SOURCE

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

MENU

MTX-70UP-161

 

FUSE T2A

AC IN

50/60Hz
15VA

90�~250V

JAPAN
MADE IN

SER.

10/100BASE

POWER

 

(1)

(1)

(2)

(2)

(3)

(3)

(4)

(4)

(5)

(5)

(6)

(6)

(7)

(7)

(8) (9)

(10)

(11)(12)

(13)

(13)
MTX-70UP-321正面

MTX-70UP-161正面

共通背面
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（4） 表示器 

メニューの設定項目や、入出力チャンネルの状態を表示します。 

MTX-70-3216HB 制御時、ページ番号と選択ソースの範囲、ソース番号、ディスティネーション番号を表

示します。 

 

（5） STATUSランプ 

MTX-70UP-321、MTX-70UP-161 と MTX-70-3216HB との通信が確立した状態の時、緑色に点灯します。 

赤色点滅時は、操作ができません。接続および設定に問題が無いか確認してください。 

 

（6） パネルロックスイッチ 

MTX-70UP-321、MTX-70UP-161 の操作を禁止します。基本的な操作は禁止されますが選択された出

力に設定されているクロスポイントを確認することができます。 

詳細は「MTX-70UP-321,161 の取扱説明書」を参照してください。 

 

（7） ラックマウントねじ取り付け穴  

ラックマウントする際に使用します。 

 

（8） パワースイッチ 

電源スイッチです。 

 

（9） ヒューズホルダー 

ヒューズホルダーの下部に引出口があり、マイナスドライバーを使用してヒューズホルダーを引き出す

ことができます。ヒューズホルダーの中には予備ヒューズが一個装着されています。 

 

（10） ACインレット 

電源ケーブルを接続します。 

 

（11） 電源ケーブル固定金具 

電源ケーブルの抜け防止です。運用時は、必ず電源ケーブルを固定してお使いください。 

 

（12） 10/100BASE 

SNMP 制御用の 10/100BASE LAN コネクターです。制御対象のネットワーク接続に使用します。 

 

（13） メンテナンスカバー 

メンテナンス用のカバーです。ネジを締めた状態でお使いください。 
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4．操作方法 
 

1．基本操作 

（1） 電源投入直後は、モジュール正面のディスプレイには機種名「MTX-70-3216HB」と現在のクロスポイントの 

状態が表示されます。 

 

 

 

 

 

図4.1 ディスプレイ表示  

 

（2） 上図で”01-01”の表示は、左から出力チャンネル1のクロスポイント情報を表しています。 

この例では、SDI OUT1～16にSDI IN1～16、が1対1で割り当てられていることを意味します。 

 

（3） モジュール正面のディスプレイまたはツマミを押すとメニュー選択画面に入ります 

 

 

 

 

 

図4.2 ディスプレィ メニュー表示  

 

① この状態で、ツマミを回すとカーソル 『 > 』 が移動します。『MATRIX』を選択しツマミを押します。 

② OUTPUT1～16の出力チャンネルが選択できます。ここでは『OUTPUT1』を選択しツマミを押します。 

③ ツマミを回すと、INPUT1～INPUT32が選択できます。OUTPUT1に出力したい信号を選択します。 

   ツマミを押すと、選択したチャンネルが決定されます。ツマミを押さずにディスプレィスイッチを押し 

メニューを抜けると元の選択チャンネルに戻ります。 

 

2．ERROR 表示 

  モジュール正面ディスプレイにBNC ERRORが表示された時は、メインモジュールと背面コネクターモジュール 

  の接触不良が考えられます。メインモジュールを一度引き抜き、モジュールを強く押し込み再実装してください。 

 モジュール正面のディスプレイにFAN ERRORが表示された時は、メインモジュール内の放熱FANの停止や回転 

数低下が考えられます。FANは二重化されていますので、片側FANだけでの使用も可能ですが、早めの修理 

をお勧めします。 

  モジュール正面ディスプレイにSLOT ERRORが表示された時は、メインモジュールと背面コネクターモジュール 

  の実装位置が、スロット1～3以外に、実装されていることが考えられます。 

  本モジュールは放熱の関係で、必ず筐体のスロット1～3に取り付けてください。 

 

 

 

  

表示を繰り返します 

  SYSTEM
>MATRIX
  CONFIG
  INFO

                        ① 

>OUTPUT1        
  OUTPUT2
  OUTPUT3
  OUTPUT4

  OUTPUT5　  ②

MATRIX
OUTPUT1        
   INPUT1

                        ③

MTX-70-3216HB
 01-01      02-02
 03-03      04-04
 05-05      06-06
 07-07      08-08

-3216HB        
 09-09      10-10
 11-11      12-12
 13-13      14-14
 15-15      16-16

NORMAL
 01-01      02-02
 03-03      04-04
 05-05      06-06
 07-07      08-08

PRESET1        
 09-09      10-10
 11-11      12-12
 13-13      14-14
 15-15      16-16

BNC ERROR
 01-01      02-02
 03-03      04-04
 05-05      06-06
 07-07      08-08

FAN ERROR
 01-01      02-02
 03-03      04-04
 05-05      06-06
 07-07      08-08

または

SLOT ERROR
 01-01      02-02
 03-03      04-04
 05-05      06-06
 07-07      08-08

または
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3．メニューツリー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＳＮＭＰでクロスポイントの切替え制御等をLOCAL ONの時に行います

SYSTEM

SW POINT

REF  SEL

HD

SD

3G

リファレンス信号がBBS入力の時、1080iのスイッチングポイントで信号が切り替わります

リファレンス信号がBBS入力の時、SD-SDIのスイッチングポイントで信号が切り替わります

リファレンス信号がBBS入力の時、3Gのスイッチングポイントで信号が切り替わります

EXT  DIR

EXT  SUB

スイッチングポイントに関する設定です

リファレンス信号の入力方法の設定です

リファレンス信号をREF IN端子から直接入力します。他モジュールに同期分配は行いません

リファレンス信号を筐体内部のリファレンスバスを通じて他モジュールから受信します

MATRIX

OUTPUT1

クロスポイントの変更を行います

SDI OUT1の出力に割り当てる入力信号のチャンネルを設定します　　※1

1～32の数字は、入力信号のチャンネルSDI IN1～32の信号を意味しますINPUT1～32

OUTPUT2 SDI OUT2の出力に割り当てる入力信号のチャンネルを設定します

OUTPUT16 SDI OUT16の出力に割り当てる入力信号のチャンネルを設定します

CONFIG 各種設定を行います

PRESET プリセットパターンの設定、プリセットパターンの読み込み、電源起動時のクロスポイント設定を行います

PRESET1 プリセットパターン1のクロスポイント情報を設定します

OUTPUT1 プリセットパターン1のSDI OUT1の出力に割り当てる入力信号のチャンネルを設定します

INPUT1～32 1～32の数字は、入力信号のチャンネルSDI IN1～32の信号を意味します

PRESET2 プリセットパターン2のクロスポイント情報を設定します

PRESET16 プリセットパターン16のクロスポイント情報を設定します

SETTING

LOAD

プリセットパターンの設定を行います

クロスポイントのプリセットパターンを読み込みます。全部で16種類あります

PRESET1

PRESET16

プリセットパターン1を読み込みます

プリセットパターン16を読み込みます

START  UP 電源起動時のクロスポイント設定を行います

MEMORY メモリーモードです。電源遮断時の設定を保持します

PRESET1

PRESET16

電源起動時、プリセット1の設定を反映させます

電源起動時、プリセット16の設定を反映させます

SNMP ＳＮＭＰ制御に関する設定です

LOCAL

ＳＮＭＰでクロスポイントの切替え制御等をREMOTE ONの時に行います

DISABLE ＳＮＭＰによるリモート制御を禁止します。※SNMPトラップは禁止されません

OUTPUT  MAP 出力チャンネルのマッピングを変更します

OUTPUT1

OUTPUT1～16

SDI OUT1のマッピングを変更します　　※2

SDI OUT1のマッピングを変更します。4に設定すると、SDI OUT1の出力はSDI OUT4と同じになります　※3

OUTPUT2 SDI OUT2のマッピングを変更します。1に設定すると、SDI OUT2の出力はSDI OUT1と同じになります

OUTPUT16 SDI OUT16のマッピングを変更します。1に設定すると、SDI OUT16の出力はSDI OUT1と同じになります

RS422 MODE RS-422シリアル制御に関する設定です

RS-422標準シリアル制御を行いますNORMAL

GPI-70 オプションのGPI-70Bを使用する時に設定します

RS-422シリアル制御を禁止しますOFF

RS422 RATE RS-422シリアル制御を行う時のビットレートを設定します

38400 RS422のビットレートを38400bpsに設定します

9600 RS422のビットレートを9600bpsに設定します

19200 RS422のビットレートを19200bpsに設定します

SEQUENCE シーケンスモードの設定です

TIME シーケンスモードのON/OFF、切り替え間隔の時間を設定します

OFF シーケンスモードをOFFにします

 1～99秒から設定します1～99

OUTPUT  CH シーケンスモードを行う出力チャンネルを設定します

OUTPUT1～16 OUTPUT1～16から設定します。OUTPUT1に設定すると、SDI OUT1の出力をシーケンスモードで実行します

INPUT  CH シーケンスモードで使用する入力チャンネルを設定します

INPUT1 SDI IN1をシーケンスモードで使用するか設定します

ON

OFF シーケンスモードで使用しません

シーケンスモードで使用します

INPUT32 SDI IN32をシーケンスモードで使用するか設定します
ON

OFF シーケンスモードで使用しません

シーケンスモードで使用します

システムに関する設定をします

MENU

OUTPUT2 プリセットパターン1のSDI OUT2の出力に割り当てる入力信号のチャンネルを設定します

OUTPUT16 プリセットパターン1のSDI OUT16の出力に割り当てる入力信号のチャンネルを設定します

REMOTE
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図4.3 メニューツリー  

PAIRING

NORMAL

QUAD

DUAL

ペアリングモードを設定します

標準の入出力チャンネルで使用します

4KなどのQUADリンクで使用します。入出力チャンネル数は1/4になります

DUALリンクで使用します。入出力チャンネル数は1/2になります

DISPLAY

SCR  SAVER

液晶ディスプレィの設定をします

DIM  50%

DIM  30%

OFF

NAME  ROLL

DIM  70%

液晶ディスプレィのスクリーンセーバーを設定します

ALARM

ディスプレィの明るさを50%に設定します

ディスプレィの明るさを30%に設定します

ディスプレィをOFFに設定します

ディスプレィに機器名称がロールします

ディスプレィの明るさを70%に設定します

Vbus筐体へのアラーム出力をON/OFFします

REFERENCE

DISABLE

ENABLE

リファレンス信号のエラーアラームを設定します

リファレンス信号のエラーアラームを無効にします

リファレンス信号のエラーアラームを有効にします

INIT  SET

INIT?

全てのデータを初期化します

実行することで、全てのデータが初期化します

INFO バージョンおよびシステムのインフォメーションです

VERSION ソフトウェア、ハードウェアのバージョン情報です

SOFT ソフトウェアのバージョン情報です

x.xx  Rxx ソフトウェアプログラムのバージョンです

FPGA コントロールモジュールのFPGAバージョンを表示します

R.xx 現在のFPGAバージョンを表示します

※1　出力チャンネルのマッピングが変更されているチャンネルは、グレー表示になり、入力信号のチャンネルが指定できません。

※2　他のチャンネルからマッピングされているチャンネルは、グレー表示になり、マッピングの変更ができません。

※3　出力チャンネルのマッピングが変更されているチャンネルは、グレー表示になり、マッピング先として指定できません。

※4　Vbus筐体へのALARM出力はREFARENCE以外に内蔵FANアラームがあります。 FANアラームは設定に関係なくFAN停止や回転数低下でアラーム出力します。

      またモジュール正面のディスプレイにエラー表示「FAN ERROR」が表示されます。

STATUS MTX-70-3216HBのステータスを表示します
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4．クロスポイントの切り換えについて 

  クロスポイントの制御は、次の 6 通りあります。いずれの場合も、ブランキングスイッチに対応しています。 

・メニュー操作による手動制御 

・RS422 によるリモート制御 

・SNMP による、リモート制御 

・シーケンスモードによる自動制御 

・オプションの GPI-70B を使用した接点制御。 （プリセットパターンの切り換え、クロスポイントの切り替え） 

・オプションの MTX-70P-NW、MTX-70UP-321、MTX-70UP-161 を使用したリモートの手動制御。 

  

5．プリセットパターンについて 

プリセットパターンは 16 種類設定できます。プリセットパターンの登録は設定メニューの”CONFIG”⇒”PRESET”で行

います。登録したプリセットパターンの読込は設定メニューの”LOAD”で行います。 

登録したプリセットパターンは、オプションの GPI-70B を使用すると、16 本の接点で切り替えることができます。 

オプションの MTX-70P-NW、MTX-70UP-321、MTX-70UP-161 からもプリセットパターンの切り替えができます。 

 

6．リファレンス信号について  

リファレンス信号は、ブランキングスイッチを行う時に必要です。 

ブランキングスイッチを行う場合、入力信号に対応したリファレンス信号を必ず入れてください。 

ただし、3G 規格のリファレンス信号には対応しておりませんので、3G 信号を使用する場合、リファレンス信号に BBS、

HD SYNC を使用し、スイッチングポイントの設定を 3G にしてください。 

 

本機が対応するリファレンス信号フォーマットは下記の通りです。   

・1080p30/29.97/25/24/23.98 

・1080psF24/23.98 

・1080i60/59.94/50 

・525i 

・625i 

 

ブランキングスイッチを行わない場合はリファレンス信号を入力しなくても問題ありません。 

リファレンス信号を使用する場合、設定メニューの”SYSTEM”⇒”REF SEL”から”EXT DIR”を選択してください。 

筐体の内部リファレンスバスを使用して他モジュールからリファレンス信号を供給する場合、設定メニューの”REF 

SEL”から”EXT SUB”を選択してください。この設定では、525i のリファレンス信号が内部に供給されますので、ブラ

ンキングスイッチが可能な映像信号は限られます。設定メニューの”SYSTEM”⇒”SW POINT”の設定が”HD”の時

は 1080i/59 の映像フォーマットに対応、”SD”の時は 525i の映像フォーマットに対応、”3G”の時は 1080p/59 の映像

フォーマットに対応します。 

※720p60/59.94/50 のリファレンスは未対応です。 
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7．ブランキングスイッチ制御について  

ブランキングスイッチを行う場合、入力信号に対応したリファレンス信号を必ず入れてください。 

本機のスイッチングポイントは SMPTE RP168-2009 の規定に従います。 

ブランキングスイッチに対応する映像フォーマットは下記の通りです。   

・1080p60/59.94/50 （3G-SDI） 

・1080i60/59.94/50、1080p 30/29.97/25/24/23.98、1080psF24/23.98 （HD-SDI） 

・525i、625i （SD-SDI） 

異なる入力信号フォーマット間におけるブランキングスイッチは対応できません。 

また、3G 規格のリファレンス信号には対応しておりません。 

スイッチングポイントの設定は、設定メニューの”SYSTEM”⇒”SW POINT”の階層下で行います。 

入力している SDI 信号のフォーマットに対応したリファレンス信号を入力し、本機の設定を”SD”、”HD”、”3G”にしてく

ださい。 
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下の表は横方向が SDI 信号のフォーマット、縦方向がリファレンス信号のフォーマットです。表の中の SD、HD、3G と

書かれている箇所は、ブランキングスイッチを行う時の、スイッチングポイント”SW POINT”の設定値です。表の中で

×で示される組み合わせは、ブランキングスイッチが正しくできません。○で示される組み合わせは、いずれの設定

でもブランキングスイッチ可能です。 

 

 

 

表4.1 スイッチングポイント設定 

 

※1 3G Level-B フォーマットを使用する場合は、3G では無く HD の設定にしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

525i 625i
1080i
/59

1080i
/50

1080i
/60

SD × HD × ×
525i SD × HD × ×
625i × SD × HD ×
1080i/59 × × HD × ×
1080i/50 × × × HD ×
1080i/60 × × × × HD

1080sf
/24

1080sf
/23.98

1080ip
/30

1080p
/29.97

1080p
/25

1080p
/24

1080p
/23.98

1080p
/59

1080p
/60

1080p
/50

× × × × × × × 3G※1 × ×
525i × × × × × × × 3G※1 × ×
625i × × × × × × × × × 3G※1
1080sf/24 〇 × × × × × × × × ×
1080sf23.98 × 〇 × × × × × × × ×
1080p/30 × × 〇 × × × × × × ×
1080p/29.97 × × × 〇 × × × × × ×
1080p/25 × × × × 〇 × × × × ×
1080p/24 × × × × × 〇 × × × ×
1080p/23.98 × × × × × × 〇 × ×
1080i/59 × × × × × × × 3G※1 × ×
1080i/60 × × × × × × × × 3G※1 ×
1080i/50 × × × × × × × × × 3G※1

1080p
/59

1080p
/60

1080p
/50

3G × ×
525i 3G × ×
625i × × 3G
1080sf/24 × × ×
1080sf23.98 × × ×
1080p/30 × × ×
1080p/29.97 × × ×
1080p/25 × × ×
1080p/24 × × ×
1080p/23.98 × × ×
1080i/59 3G × ×
1080i/60 × 3G ×
1080i/50 × × 3G

筐体リファレンスバス

外部リファレンス信号

外部リファレンス信号

外部リファレンス信号

SDI FORMAT ⇒

筐体リファレンスバス

SDI FORMAT ⇒

筐体リファレンスバス

SDI FORMAT ⇒
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8．RS-422 制御について 

(1)概要 

コントローラーとRS-422ケーブル(ストレートケーブル)で接続し、指定の通信プロトコルによって外部より

MTX-70-3216HBをコントロールすることができます。この接続を行う時は、設定メニューの”CONFIG”の階層下で”

RS422 MODE”から“NORMAL”を選択してください。 

 

(2)通信仕様  

調歩同期式ビットシリアル信号 

EIA RS-422A 準拠 

通信速度9600、19200、38400bps 

データビット 8bit、パリティ なし、ストップビット 1bit 

 

(3)通信手順 

コントローラーからの 1 回の送信ブロック（①）に対し、戻り値のあるコマンドは 1 回の結果通知ブロック（②）を返信

します。戻り値のあるコマンドは、MTX-70-3216HB モジュールからの応答を待たずに次のコマンドを送ることはで

きません。 

コントローラーからの送信ブロック間隔は 2 フレーム以上空けてください。未定義コマンドは無視されます。 

MTX-70-3216HB から 1 フレーム以上結果通知が無い場合は、タイムアウトエラーとしてください。 

 

コントローラー
MTX-70-3216HB

コントロールモジュール

① 制御コマンド

② 結果通知
 

 

電源起動後、MTX-70-3216HB モジュールは常に制御コマンドを受信できます。 

ただし、電源起動直後のイニシャライズ期間はコマンドを受信することができません。 

コントローラーは送信ブロック内のバイト転送間隔を 1VD 以上開けてはなりません。コントロールモジュールはコマ

ンドのバイト間隔が 1VD を超えたことを検出すると、TIME OUT と判断し、受信中のコマンドを無効とします。 

制御コマンドで使用する入力番号、出力番号、メモリ番号、プリセット番号は全てアスキーコードを使用します。 
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(4)コマンド一覧 （NOR 設定） 

機能概要 コマンド キャラクターコード 備考 

カンマ ‘,’ 2CH 入力と出力の区切りです 

セミコロン ‘;’ 3BH 一斉実行の為のデリミターです 

キャリッジリターン CR 0DH コマンドを実行します 

データリード ‘w’ 77H  

指定した出力のデータリード ‘z’ 7AH  

全出力番号指定 ‘r’ 72H 最大3 桁の数値とカンマの後続 

プリセット書き込み ‘s’ 73H 後続はカンマと最大 3 桁の数値 

プリセット読み出し ‘t’ 74H 後続はカンマと最大 3 桁の数値 

プリセット参照 ‘y’ 79H 後続はカンマと最大 3 桁の数値 

入出力数の取得 ‘M’ 4DH 3 桁の数値とカンマの後続 

ペアリングモードの取得 ‘Ｎ’ 4EH 3 桁の数値 

SDI 入力状態の取得 ‘u’ 75H 1 桁の数値とセミコロンの後続 

出力チャンネルマッピングの取得 ‘f’ 66H  

プログラムバージョンの取得 ‘V’ 56H  

コマンドバージョンの取得 ‘v’ 76H  

表4.2 コマンド一覧 

 

(5)コマンド詳細 （NOR 設定） 

クロスポイントの設定を変更します 

コマンド [入力番号]’,’[出力番号]’CR’(または’;’) 4～8 バイト可変。 

戻り値 なし 

説明 [入力番号] 入力番号を’1’ ～ ‘32’の数値で表します。  

‘,’ 入力番号と出力番号の区切りのカンマです。キャラクターコードは 2CH です。  

[出力番号] 出力番号を ‘1’ ～ ‘16’の数値で表します。全出力チャンネルを同じにする

場合は’r’(72H)を指定します。  

備考 ・[入力番号]、[出力番号]はアスキーコードです。 

・後続に ‘CR’ を送ると実行します。別のクロスポイントも同時に切り換えたい場合は、’;’

で繋ぎ、最後に’CR’を送信します。 

・入力(または出力)番号’2’を指定する場合、 ‘2’ ‘02’ ‘002’ のいずれでも同じ動作となり

ます。 

・無効な入力番号または出力番号を指定した場合、コマンドは破棄されます。 

表4.3 クロスポイントの設定 

 例）入力1 を出力4、入力2 を出力2 にクロスポイントを設定する。  

   ‘01’ ‘，’ ‘04’ ‘；’ ‘02’ ‘，’ ‘02’ ‘CR’  （HEX 表示 ⇒ 30312C30343B30322C30320D） 
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クロスポイントの状態を取得します 

コマンド ’w’’CR’ 2 バイト 

戻り値 [VOUT1]’;’ [VOUT2]’;’ ……… ‘;’ [VOUT16] ‘CR’ 128 バイト 

説明 ’w’ 半角小文字の’w’です。キャラクターコードは 77H です。  

[VOUTn] 映像出力nに設定されている映像入力番号を’001’ ～ ‘032’ の3桁の数値

で戻します。 

‘,’ 区切りのセミコロンです。キャラクターコードは 3BH です。  

‘CR’ 戻り値の終端を表します。128 バイト目に出力されます。  

備考 ・[VOUTn]はアスキーコードです。 

 

表4.4 クロスポイントの状態取得 

 

指定した出力番号のクロスポイント状態を取得します 

コマンド ’z’[出力番号]’CR’ 3～5 バイト可変 

戻り値 [VOUT] ‘CR’ 4 バイト 

説明 ’z’ 半角小文字の’z’です。キャラクターコードは 7AH です。  

[出力番号] ‘1’ ～ ‘016’ の出力番号を最大3 桁で指定します。 

[VOUT] 出力番号で指定した出力に設定されている入力番号を’001’ ～ ‘032’ の

3 桁の数値で戻します。 

‘CR’ 戻り値の終端を表します。4 バイト目に出力されます。  

備考 ・[出力番号]、[VOUT]はアスキーコードです。 

・出力番号4 を指定する場合、’4’ ‘04’ ‘004’ のいずれでも同じ動作となります。 

表4.5 指定した出力番号のクロスポイントの状態取得 

 

現在のクロスポイントの状態をプリセットします 

コマンド ‘s’’,’ [メモリ番号] ‘CR’  4～6 バイト可変 

戻り値 なし 

説明 ‘s’ 半角小文字の’s’です。キャラクターコードは 73H です。  

‘,’ 区切りのカンマです。キャラクターコードは 2CH です。  

[メモリ番号] ‘1’ ～ ‘016’ のメモリ番号を最大3 桁で指定します。  

備考 ・[メモリ番号] はアスキーコードです。 

・メモリ番号4 を指定する場合、’4’ ‘04’ ‘004’ のいずれでも同じ動作となります。 

表4.6 プリセットパターンの登録 

 

プリセットを読み出してクロスポイントに設定します 

コマンド ‘t’‘,’ [メモリ番号] ‘CR’  4～6 バイト可変 

戻り値 なし 

説明 ‘t’ 半角小文字の’t’です。キャラクターコードは 74H です。  

‘,’ 区切りのカンマです。キャラクターコードは 2CH です。  

[メモリ番号] ‘1’ ～ ‘016’ のメモリ番号を最大3 桁で指定します。  

備考 ・[メモリ番号] はアスキーコードです。 

・メモリ番号4 を指定する場合、’4’ ‘04’ ‘004’ のいずれでも同じ動作となります。 

表4.7 プリセットパターンの実行 
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プリセット番号を指定して、設定内容を読み出します 

コマンド ‘y’‘,’ [メモリ番号] ‘CR’ 4～6 バイト可変 

戻り値 [PRE1] ‘;’ [PRE2] ‘;’ ……… ‘;’ [PRE32] ‘CR’ 128 バイト 

説明 ‘y’ 半角小文字の’y’です。キャラクターコードは 79H です。  

‘,’ 区切りのカンマです。キャラクターコードは 2CH です。  

[PREn] [メモリ番号]で指定したプリセット番号の、出力nに設定されている入力番号を 

‘001’ ～ ‘032’ の 3 桁の数値で表現して戻します。 

';' 区切りのセミコロンです。キャラクターコードは 3BH です。  

‘CR’ 戻り値の終端を表します。128 バイト目に出力されます。  

備考 ・[PREn] はアスキーコードです。 

・現在のクロスポイントは変更されません。 

表4.8 プリセットパターンの状態取得 

 

入出力数を取得します 

コマンド ’M’’CR’ 2 バイト 

戻り値 [INPUT]’;’ [OUTPUT] ‘CR’ ’ [CMDEXT] ‘CR’ 10 バイト 

説明 ’M’ 半角大文字の’M’です。キャラクターコードは 4DH です。  

[INPUT] 入力チャンネル数を ’032’ の 3 桁の数値で戻します。 

‘,’ 区切りのセミコロンです。キャラクターコードは 3BH です。  

[OUTPUT] 出力チャンネル数を ‘016’ の 3 桁の数値で戻します。 

[CMDEXT] コマンド拡張を‘0’ の 1 桁の数値で戻します。 

‘CR’ 戻り値の終端を表します。8 バイト目と 10 バイト目に出力されます。  

備考 ・[INPUT]、[OUTPUT] 、[CMDEXT]はアスキーコードです。 

・[INPUT]、[OUTPUT]は、接続されているモジュールタイプの確認に使用できます。 

・ペアリングモードで設定された入出力を考慮した値になります。 

・[CMDEXT]は、コマンド拡張されていることの確認に使用できます。 

 コマンドバージョンの取得と共に使用してください。 

表4.9 入出力数の取得 

 

ペアリングモードを取得します 

コマンド ’Ｎ’’CR’ 2 バイト 

戻り値 [PAIR]’‘CR’ 4 バイト 

説明 ’Ｎ’ 半角大文字の’Ｎ’です。キャラクターコードは 4EH です。  

[PAIR] ペアリングモードを’000’ / ‘001’ / ‘002’ の 3 桁の数値で戻します。 

’000’=NOR / ‘001’=QUAD / ‘002’=DUAL 

‘CR’ 戻り値の終端を表します。4 バイト目に出力されます。  

備考 ・[PAIR]はアスキーコードです。 

・ペアリングモードの確認に使用できます。 

表4.10 ペアリングモードの取得 
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SDI 入力の状態を取得します 

コマンド ’u’’CR’ 2 バイト 

戻り値 [VIN1]’;’ [VIN2]’;’ ……… ‘;’ [VIN32] ‘CR’ 64 バイト 

説明 

’u’ 半角小文字の’u’です。キャラクターコードは 75H です。  

[VINn] 入力 n を検出できない時は ’1’を、検出できた時は ’0’を戻します。 

‘;’ 区切りのセミコロンです。キャラクターコードは 3BH です。  

‘CR’ 戻り値の終端を表します。64 バイト目に出力されます。  

備考 
・[VINn]はアスキーコードです。 

 

表4.11  SDI 入力状態の取得 

 

出力チャンネルのマッピング設定を取得します 

コマンド ’f’’CR’ 2 バイト 

戻り値 [VOUT1]’;’ [VOUT2]’;’ ……… ‘;’ [VOUT16] ‘CR’ 64 バイト 

説明 ’f’ 半角小文字の’f’です。キャラクターコードは 66H です。  

[VOUTn] OUTPUT MAP n に設定されている出力番号を’001’ ～ ‘016’ の 3 桁の数

値で戻します。 

‘,’ 区切りのセミコロンです。キャラクターコードは 3BH です。  

‘CR’ 戻り値の終端を表します。64 バイト目に出力されます。  

備考 ・[VOUTn]はアスキーコードです。 

 

表4.12  出力チャンネルマッピングの取得 

 

プログラムバージョンを取得します 

コマンド ’V’’CR’ 2 バイト 

戻り値 [PRGVER]‘CR’ 13 バイト 

説明 ’V’ 半角大文字の’V’です。キャラクターコードは 56H です。  

[PRGVER] プログラムバージョンを “00.00.00 R00” の 12 桁の文字列で戻します。 

‘CR’ 戻り値の終端を表します。13 バイト目に出力されます。  

備考 ・[PRGVER]はアスキーコードです。 

 

表4.13  プログラムバージョンの取得 

 

コマンドバージョンを取得します 

コマンド ’v’’CR’ 2 バイト 

戻り値 [CMDVER]‘CR’ 2 バイト 

説明 ’v’ 半角小文字の’v’です。キャラクターコードは 76H です。  

[CMDVER] コマンドバージョンを ‘0’の 1 桁の数値で戻します。 

‘CR’ 戻り値の終端を表します。2 バイト目に出力されます。  

備考 ・[CMDVER]はアスキーコードです。 

 

表4.14  コマンドバージョンの取得  
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VD 信号 

EVEN 

A 
クロスポイント変更 

ODD ODD EVEN EVEN ODD 

RS-422 コマンド 

この ODD で処理 

RS-422 コマンド 

次の ODD で処理 

B C 

RS-422 コマンド 

(6)RS-422 制御タイミングチャート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図4.4 RS-422 制御タイミングチャート 

 

上図の A-B 間にキャリッジリターンコマンドを受信すると次の ODD フィールドでクロスポイントの切り換えが実行され

ます。 
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(7)PC から RS-422 制御する 

PC から RS-422制御するには、アプリケーションソフト「MTX-70リモート制御」、及びオプションの USB-422を使用

します。「MTX-70 リモート制御」は付属 CD-ROM の中に入っています。 

「MTX-70 リモート制御」は、MTX-70-3216HB モジュールと PC を RS-422 で接続し、PC から簡易的にリモート制御

するためのアプリケーションです。USB-422はPCのUSB端子をRS-422に変換する機器です。USB-422には1m

の変換ケーブルが付属していますが、更にケーブルを延長したい場合は、変換ケーブルの先に、D-sub 9 ピンの

RS-422 ストレート延長ケーブルを使用してください。 

REF IN

RS-422

LAN 1

LAN 2

MTX-70-3232HB

OUTPUT

31

1 9 17 25

26

3224168

7 15 23

3022146

5 13 21 29

2820124

3 11 19 27

18102

1 9 17 25

2618102

3 11 19 27

2820124

5 13 21 29

3022146

7 15 23 31

3224168

INPUT 

USB-422

USB⇔RS-422変換機ピン変換ケーブル

Windowsパソコン

USB端子へRS-422端子へ

MTX-70-3232HB

 

図4.5 PC から RS-422 制御 

 

付属CD-ROM 内にある「Mtx70Com.exe」を、ローカルコンピューター内の任意の場所にコピーしてください。 

 

【アプリケーションの起動】 

「Mtx70Com.exe」をダブルクリックして起動してください。下記のウィンドウが表示されます。 

※下図は MTX-70-1616HB と接続した際の画面で説明しています。 

 

 

図4.6  MTX-70 リモート制御起動画面 

          

MTX-70-1616 HB 
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【本体と接続する】 

USB-422 を使用する場合、USB-422 に付属のデバイスドライバーをインストールし、デバイスマネージャーで

COM ポートが追加されていることを確認してください。ビットレートは 9600、19200、38400 に対応し、自動で検出し

ます。[接続]ボタンをクリックしてください。接続が成功すると、接続している本体のモデルに合わせて画面表示が

切り替わり、本体の状態を表示します。接続に失敗した時は、エラーメッセージを表示します。 

 

【画面説明】 

1

2 3 4 5 6 7

8

9 10

 

図4.7  MTX-70 リモート制御画面説明 

 

1. COM ポート選択 ························································· 本体が接続されているシリアルポートを選択します。 

2. [接続]ボタン ··································································· 本体との通信を開始します。 

3. [切断]ボタン ··································································· 本体との通信を終了します。 

4. [更新]ボタン ··································································· 本体のステータスを読み出して、ウィンドウに表示します。 

5. [プリセット]ドロップダウンリスト ······················· 設定の読み出し／書き込みを行うプリセット番号を選択します。 

6. [読み出し]ボタン························································· 選択したプリセット番号をクロスポイントに読み出します。 

7. [書き込み]ボタン ························································ 選択したプリセット番号に現在のクロスポイントを書き込みます。 

8. モデル表示 ···································································· 接続されている本体のモデルを表示します。 

本体に接続した時にモデルを読み出して、自動的に表示が切り替わります。 

9. 出力Ch 一括設定ボタン ······································· 全出力Ch が選択した入力Ch に切り替わります。  

MTX-70-1616 HB 
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10. 入出力選択マトリックス ·········································· 選択したクロスポイントに出力Ch が切り替わります。 

上部の鍵ボタンは、各出力Ch の操作ロック状態を示しています。 

ロック中の出力Ch に関するマトリックスは変更できません。 

クリックするごとに ON/OFF が切り替わります。 

出力Ch の下に、(数値)を表示している時は、出力チャンネルのマッピングが変更されて

いることを示し、クロスポイントの指定はできません。数値は、分配元の出力チャンネル

を示します。 

 

※[プリセット読み出し] の操作に関しては、操作ロック中の出力 CH も切り替わります。 

※操作ロックは本ソフトウェア上でのみ有効な機能です。 

リモートパネルや他の外部制御によるマトリックス切り替えは、操作ロックの状態に関わらず有効です。 

 

【リモート制御する】 

特定の出力 Ch を切り替えたい時は、切り替えたいマトリックスのクロスポイントをクリックしてください。 

全ての出力 Ch を一括して同じ入力Ch に切り替えたい時は、切り替えたい入力 Ch をクリックしてください。 

プリセットを読み出すには、プリセット番号（1～16）を選択して[読み出し]ボタンをクリックしてください。 

プリセットを書き込むには、プリセット番号（1～16）を選択して[書き込み]ボタンをクリックしてください。 

 

【切断する】 

設定が完了したら、[切断]ボタンをクリックしてください。 

このままソフトウェアを終了する時は、[切断]ボタンをクリックしないでウィンドウを閉じても問題ありません。 

[切断]をクリックしないで別の本体にシリアルケーブルを差し替えた時は、[接続]ボタンをクリックしてください。 

 

【アプリケーションの終了】 

設定が完了したらウィンドウを閉じてください。 

 

【アンインストール】 

ローカルコンピューターにコピーした「Mtx70Com.exe」を削除してください。 

※本ソフトウェアは、レジストリや設定ファイルなどは一切使用していません。 
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9．SNMP 制御について  

 (1)概要 

コントローラーとネットワークで接続し、SNMP プロトコルによって外部より MTX-70-3216HB をコントロールすること

ができます。 

 

(2)PC から SNMP 制御する 

付属CD-ROM 内にある「Mtx-70Snmp.exe」を、ローカルコンピューター内の任意の場所にコピーしてください。 

本体が実装されているVbus筐体がネットワークに接続されていることを確認してください。初期モデルのVbus-70B

はネットワークに対応しておりません。詳しくは弊社までご連絡ください。Vbus-71H を除く Vbus-70C シリーズは全

てネットワークに対応しております。 

Vbus 筐体の IP アドレスの工場出荷設定は「192.168.1.1」です。Vbus 筐体の IP アドレスの変更の仕方については、

各筐体の取扱説明書を参照してください。 

 

【アプリケーションの起動】 

「Mtx70Snmp.exe」をダブルクリックして起動してください。下記のウィンドウが表示されます。 

ここでは、MTX-70-1616HB の画面で説明しています。 

 

 

図4.8  MTX-70 リモート制御起動画面 

 

【本体と接続する】 

本体の電源が投入されていること、本体とネットワークで通信できる状態にあることを確認してください。 

筺体の IP アドレスを入力して[検索]ボタンをクリックしてください。筺体に実装されている本体の情報を表示 

します。 

※IP アドレスがわからない時は、空欄のまま[検索]ボタンをクリックすると、筺体を検索することも可能です。 

設定対象の本体を[スロット]ドロップダウンリストで選択して[接続]ボタンをクリックしてください。 

接続が成功すると、接続している本体のモデルに合わせて画面表示が切り替わり、本体の状態を表示します。 

接続に失敗した時は、エラーメッセージを表示します。  

8) MTX-70-1616 HB 
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【画面説明】 

1 2

3 4 5

6 7 8 9 11

12 13

10

 

図4.81  MTX-70 SNMP 制御画面説明 

 

1. [接続先リスト]ドロップダウンリスト ······ 今までに接続した MTX-70 シリーズの履歴を表示します。 

                              履歴の項目を選択すると、IP アドレス・スロット番号がセットされます。 

2. [リストをクリア]ボタン ··································· 接続先リストの項目を全削除します。 

3. IP アドレス入力 ················································· 筺体の SNMP モジュールの IP アドレスを入力します。 

4. [検索]ボタン ························································ 指定された筺体に実装されている本体を検索します。 

IP アドレスを入力しないでクリックすると、筺体を検索することができます。 

5. [スロット]ドロップダウンリスト ················· 検索して見つかった本体の情報（スロット番号、型名）を表示します。 

6. [接続]ボタン ························································ 本体との通信を開始します。 

7. [切断]ボタン ························································ 本体との通信を終了します。 

8. [更新]ボタン ························································ 本体のステータスを読み出して、ウィンドウに表示します。 

9. [プリセット]ドロップダウンリスト ············· 設定の読み出し／書き込みを行うプリセット番号を選択します。 

10. [読み出し]ボタン ·············································· 選択したプリセット番号をクロスポイントに読み出します。 

11. [書き込み]ボタン ············································· 選択したプリセット番号に現在のクロスポイントを書き込みます。 

12. 出力Ch 一括設定ボタン ····························· 全出力Ch が選択した入力Ch に切り替わります。 

13. 入出力選択マトリックス ······························· 選択したクロスポイントに出力Ch が切り替わります。 

上部の鍵ボタンは、各出力Ch の操作ロック状態を示しています。 

ロック中の出力Ch に関するマトリックスは変更できません。 

クリックするごとに ON/OFF が切り替わります。 

出力Ch の下に、(数値)を表示している時は、出力チャンネルのマッピングが変更されているこ

とを示し、クロスポイントの指定はできません。数値は、分配元の出力チャンネルを示します。 

 
 

8) MTX-70-1616 HB 
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※[プリセット読み出し] の操作に関しては、操作ロック中の出力 CH も切り替わります。 

※操作ロックは本ソフトウェア上でのみ有効な機能です。 

リモートパネルや他の外部制御によるマトリックス切り替えは、操作ロックの状態に関わらず有効です。 

 

【リモート制御する】 

特定の出力 Ch を切り替えたい時は、切り替えたいマトリックスのクロスポイントをクリックしてください。 

全ての出力 Ch を一括して同じ入力Ch に切り替えたい時は、切り替えたい入力 Ch をクリックしてください。 

プリセットを読み出すには、プリセット番号（1～16）を選択して[読み出し]ボタンをクリックしてください。 

プリセットを書き込むには、プリセット番号（1～16）を選択して[書き込み]ボタンをクリックしてください。 

※本ソフトウェアは、SNMP TRAP を使用していません。 

 

【切断する】 

設定が完了したら、[切断]ボタンをクリックしてください。 

このままソフトウェアを終了する時は、[切断]ボタンをクリックしないでウィンドウを閉じても問題ありません。 

 

【アプリケーションの終了】 

設定が完了したらウィンドウを閉じてください。 

 

【アンインストール】 

ウィンドウ左上のアプリケーションアイコンを右クリックして「レジストリを削除する」の作業を行って、アプリケー

ションが使用しているレジストリを削除してください。 

ローカルコンピューターにコピーした「Mtx70Snmp.exe」を削除してください。 

※本ソフトウェアは、コミュニティ名と接続先リストを記憶する目的で、レジストリを使用しています。 

※レジストリを削除せずにアンインストールを行っても、コンピューターの動作に影響はありません。 

 

【SNMP コミュニティ名を変更する場合】 

ウィンドウ左上のアプリケーションアイコンをクリックして[コミュニティ名の設定]をクリックしてください。 

コミュニティ名を入力すると、設定をレジストリに書き込むかどうか確認するダイアログが表示されます。 

設定をレジストリに書き込むと、次回起動時以降コミュニティ名の設定を行う必要がなくなります。 

※Vbus 筐体のコミュニティ名は工場出荷時「VIDEOTRON」です。本ソフトウェアのデフォルト値も「VIDEOTRON」

です。Vbus 筐体と本ソフトウェアのコミュニティ名は一致させてください。Vbus 筐体のコミュニティ名の変更方法に

ついては、各筐体の取扱説明書を参照してください。 

 

【SNMP コミュニティ名を初期化する】 

ウィンドウ左上のアプリケーションアイコンをクリックして[コミュニティ名の設定]をクリックしてください。 

「コミュニティ名の設定」ウィンドウの左下の[初期値に戻す]ボタンをクリックして、次に[設定]をクリックしてください。

コミュニティ名が初期値にリセットされ、登録したレジストリもクリアされます。 
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接点入力×16

接点出力×16

プリセットパターン切替

プリセットタリー

RS-422クロスケーブル

（GPI-70B付属品）

GPI-70BMTX-70-3216HBモジュール

RS-422変換ケーブル

（MTX-70-03　オプション）

10．GPI-70B との接続 

オプションの GPI-70B を使用すると、プリセットパターンの切り替えやクロスポイントの切り替えができます。 

MTX-70-3216HB モジュールと GPI-70B との接続は、MTX-70-03（オプション）と GPI-70B に付属の RS-422 クロス

ケーブルを使用します。 

この接続を行う時は、設定メニューの”RS422 MODE”の階層下で”GPI-70”を選択してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図4.10 GPI-70B 接続図 

 

DIPSW の設定により、プリセットパターンの切り替えとクロスポイントの切り替えが選べます。 

 

(1) プリセットパターンの切り替え (DIPSW-3=OFF) 

16 種類のプリセットパターンを、16 本の接点で切り替えることができます。 

また、現在のプリセット値を 16 本の接点で出力する、タリー機能もあります。タリー出力は、プリセットされて 

いる内容から、その他の制御でクロスポイントに変更があった場合、ディセーブルされます。 

※DIPSW の設定により、イネーブルを保持する指定もできます。（「3．1．(12) DIP SW」の項を参照） 

プリセットパターンの登録は”CONFIG”メニューの”PRESET - SETTING”で行います。 

 

ピン番 I/O 信号 機能 

1～16 I 接点入力 トリガーパルス入力。プリセット 1～16 に対応。 

MAKE で ON。  

17、18 I GND 接点入力用 GND。 

19 - - 未使用 

20～35 O 接点出力 オルタネイト出力。プリセット 1～16 に対応。 

ON で MAKE。 

36、37 - コモン 接点出力用のコモン。 

表4.15 GPI-70B D-Sub37 ピン（f）コネクター REMOTE 端子ピン番表DIPSW-3=OFF 

 

プリセット切り替えとプリセットタリー出力 (各ピン番対応) 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 

プリセット番号 0:OFF、1～16:プリセット 1～16 
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(2) クロスポイントの切り替え (DIPSW-3=ON) 

入力に対応するクロスポイントを、16 本の接点で切り替えることができます。 

また、現在のクロスポイントを 16 本の接点で出力する、タリー機能もあります。 

入出力数やペアリングモードにより、チャンネルの割り当てが変わります。 

 

ピン番 I/O 信号 機能 

1～16 I 接点入力 トリガーパルス入力。クロスポイント 1～16 に対応。 

MAKE で ON。  

17、18 I GND 接点入力用 GND。 

19 - - 未使用 

20～35 O 接点出力 オルタネイト出力。クロスポイント 1～16 に対応。 

ON で MAKE。 

36、37 - コモン 接点出力用のコモン。 

表4.16 GPI-70B D-Sub37 ピン（f）コネクター REMOTE 端子ピン番表DIPSW-3=ON 

 

 

クロスポイント切り替えとクロスポイントタリー出力 (各ピン番対応) 

     ペアリングモード： NORMAL (32 入力×16 出力)   ※出力チャンネル 1 のみ  

ピン番 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 

入力チャンネル ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯ 

出力チャンネル ① 

 

     ペアリングモード： QUAD (8 入力×4 出力)  

ピン番 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 

入力チャンネル ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ 

出力チャンネル ① ② 

 

     ペアリングモード： DUAL (16 入力×8 出力)    ※出力チャンネル 1 のみ 

ピン番 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 

入力チャンネル ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯ 

出力チャンネル ①  

 

※ペアリングモードについては、「14. ペアリングモードについて」を参照してください。 
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GPI-70B を使用して接点制御を行う場合のタイミング図を下記に示します。（DIPSW-3=OFF の時） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図4.11 GPI-70B を使用した時のプリセットパターン切り換えタイミング 

 

Ｂ点をまたぐ接点信号を検出した時（上図の接点1～3）、次の ODD から 1FRAME 後にプリセットパターンの切り換

えが行われます。 接点信号検出のタイミングは VD 信号の開始点から約 4 ミリ秒後ですので、上図の接点 4 、5 

のケースは B 点をまたぐ接点信号を検出できなかったケースです。5 のケースは、 次の ODD で切り替わりま

す。 

 

11．電源起動時設定について 

電源起動時、電源遮断時のクロスポイントの設定を保持するメモリーモードと、登録してあるプリセットパターンのク

ロスポイントの設定を反映させるプリセット起動モードがあります。メニュー操作で、MENU＞CONFIG＞PRESET＞

START UP＞MEMORYに設定するとメモリーモード、MENU＞CONFIG＞PRESET＞START UP＞PRESET1～16に

設定するとプリセット起動モードになります。 

プリセットパターンは登録済みの16種類の中から任意のパターンを指定できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

VD 信号 

A プリセットパターン変更 B 

接点1 ○ 

4ms 4ms 

ODD EVEN ODD ODD ODD EVEN EVEN EVEN ODD 

接点2 ○ 

接点3 ○ 

接点4 × 

接点5 × 
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12．出力チャンネルのマッピング変更について 

出力チャンネルを分配して使用したい時に、便利な機能です。例えば、32×16のマトリックスを、32×13のマトリック

スとして使用し、出力の1チャンネルを4分配出力とすることができます。この設定の時、出力の1チャンネルを制御す

ると、出力の2～4チャンネルが連動して切り替わります。 

この場合の設定方法は、”OUTPUT MAP”のOUTPUT2、OUTPUT 3、OUTPUT 4を” OUTPUT 1”に設定することで実

現できます。連動の組み合わせは自由です。 

MTX-70P-NWを接続している場合、マッピングを変更したチャンネルの出力ボタンはマッピング変更先の入力を表示

し、薄い灰色表示で操作禁止状態になります。 

 

※他のチャンネルから指定されている出力チャンネルのマッピングは変更できません。 

また、マッピングが変更されている出力チャンネルには設定ができません。 

例：上記の説明ではOUTPUT 1のマッピングは変更できません。また、ＯＵＴＰＵＴ5は、ＯＵＴＰＵＴ2への設定はできま

せん。 

※マッピングを変更したチャンネルは、クロスポイントの設定が無効になります。 
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13．MTX-70P-NW による操作 

MTX-70P-NWはMTX-70-3216HBモジュールと組み合わせて使用するリモートパネルです。MTX-70P-NWはキートップに漢

字表示が可能で、パネル上でクロスポイントの設定が一目瞭然です。一台のMTX-70-3216HBに対し、MTX-70UP-161や

MTX-70UP-321など、HUB経由で複数台接続することができます。 

 

（１） クロスポイントの変更方法 

クロスポイントの切り替え操作には下記の4通りの方法があります。 

① 入力ソースボタンを押してから出力ボタンを押す。(IN先→OUT後) 

② 出力ボタンを押してから入力ソースボタンを押す。(OUT先→IN後) 

③ 出力ボタンを押しながら、複数の入力ソースボタンを順番に押す。(OUT固定→IN連続選択) 

④ 出力保持モードで、複数の入力ソースボタンを順番に押す。(OUT固定→IN連続選択) 

複数の入力ソースの内容を素早く確認したい場合は、③または④の方式が有効です。 

上記すべてのケースで、入力INHIBIT設定されている入力ソースは割り当てできません。 

 

【出力保持モードについて】 

出力ボタンの選択状態の保持/解除の切り替えができます。 

ON … 出力ボタンの選択状態が保持されます。 

選択されている出力ボタンに対して入力ソースボタンを反映します。出力ボタンの選択状態を保持して 

いる為、連続して入力ソースボタンの切り替えが可能です。 

OFF … 出力ボタンの選択状態が解除されます。 

クロスポイント切り替え操作後や、入力ソースボタンまたは出力ボタン選択状態でパネルのボタン無操

作状態が続くと、入力ソースボタン、出力ボタンの選択状態が解除されます。選択したボタンの選択状

態が解除される為、次のクロスポイント切り替え操作を行う際は再度いずれかのボタンの選択が必要

です。 

※モードの切り替え方法は「（６）電源投入時設定」を参照して下さい。 
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（２） REMOTE/LOCAL設定 

REMOTE/LOCA切り換えスイッチの操作で、出力チャンネル毎に下記の4通りの操作制限を行うことができます。こ

の操作は同一のメインコントロールモジュールとしてネットワーク接続しているすべてのパネルに連動します。 

ただし、いずれの設定においても本体のメニュー操作によるクロスポイントの直接操作は有効です。 

① REMOTEランプが消灯している出力チャンネルは、RS-422制御、GPI-70Bによる接点制御が全て無効になり

ます。SNMP設定が REMOTEの時は、SNMPによるネットワーク制御も無効になります。 

② LOCALランプが消灯している出力チャンネルは、リモートパネルによる操作が無効です。SNMP設定が 

LOCALの時は、SNMPによるネットワーク制御も無効になります。 

③ REMOTEランプ、LOCALランプが消灯している出力チャンネルは、クロスポイント変更禁止です。 

④ REMOTEランプ、LOCALランプが点灯している出力チャンネルは、全ての操作方式が有効です。 
 

※マトリックススイッチャーのメニュー設定でRS-422制御の禁止、及びSNMPによる設定変更の禁止設定を

行っている場合は、リモートパネル上でREMOTE/LOCALの設定を有効にしても、RS-422、SNMPによる

制御は無効です。 

 

（３） プリセット切り替え 

パネルロックスイッチをONにし、入力ソースボタンを押しながら、パネルロックスイッチをOFFにすると、プリセットパ

ターンの切り替えができます。 

入力ソースボタンのチャンネルが、切り替えるプリセット番号になります。 

正常に読み込まれた場合、クロスポイント操作時と同様にブザーが吹鳴します。 

 

（４） 入力信号モニター機能 

入力ソースボタンのバックライトを消灯して入力信号が無くなったことを伝え、対応する出力ボタンも消灯します。 

出力保持モードでは設定により、無信号時の出力ボタンを消灯と点滅から選択できます。 

出力ボタンを押しながら、パネルロックスイッチをONにすると、入力信号モニター、入力INHIBIT設定モードに入りま

す。出力ボタンを押すごとに点灯と点滅が切り変わります。 

点灯 … 無信号の時に消灯します (出荷時設定)。 

点滅 … 無信号の時に点滅します。 ※点滅は出力保持モードの時に有効になります。 

最後に、パネルロックスイッチをOFFにして、設定完了します。 

この設定はパネルの不揮発性メモリに記録されますで、電源を切っても保持されます。 
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（５） 入力INHIBIT設定 

出力チャンネルごとに入力ソースボタンの操作無効/有効の切り替えができます。指定した入力ソースボタンの操

作を抑制できます。誤って他系統の入力を選択するのを防ぎます。 

出力ボタンを押しながら、パネルロックスイッチをONにすると、入力信号モニター、入力INHIBIT設定モードに入りま

す。入力ソースボタンを押すごとに点滅と消灯が切り変わります。 

点滅(OFF)  … 入力ソースボタンの操作を有効にします。 

消灯(ON)   … 入力ソースボタンの操作を無効にします。 

他の出力ボタンを押すと、設定するチャンネルが切り替わります。 

最後に、パネルロックスイッチをOFFにして、設定完了します。INHIBITがONになっている入力ソースボタンは、ビッ

トマップを表示した状態で、消灯します。 

この設定はパネルの不揮発性メモリに記録されますで、電源を切っても保持されます。 

 

（６） 電源投入時設定 

入力ページボタン、入力ソースボタンを押しながら、電源を投入すると、パネル単体の各種設定ができます。設定が

完了すると、１秒間ブザーが鳴りますので、ボタンを離してください。その後、パネルは接続動作に入ります。各入

力ページボタン、入力ソースボタンに割り当てられている機能は以下の通りです。 

 

 

この設定はパネルの不揮発性メモリに記録されますで、電源を切っても保持されます。 

※工場出荷時設定： 

設定の詳細は「（10）工場出荷時設定について」の項を参照してください。 

※起動時表示ボタンページ設定 

起動時のボタンページを設定します。前回電源断時のページ表示と常にページ1の表示を交互に切り替

えます。前回電源断時のページ表示はペアリングの変更などを行った場合はページ1を表示します。 

 

 

 

 

入力ページボタン 設定値

◀ BNCケーブル接続モード

▶ ネットワーク接続モード

入力ソースボタン 設定値

1 出力保持モードOFF

2 出力保持モードON

3 操作時BEEP音ON

4 操作時BEEP音OFF

5 未使用

6 未使用

7 入力INHIBIT設定クリア

8 工場出荷時設定

9 保守用

10 起動時表示ボタンページ切り替え
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（７） MTX-70P-NWのネットワーク設定について 

ネットワークの設定は基本的にMTX-70P-NW内蔵のwebサーバーを使用してwebブラウザ(google chrome推奨)で

行います。 

MTX-70P-NWがネットワーク接続モードで起動している事を確認しネットワーク設定画面を開きます。 

工場出荷時設定の設定画面のURLは「http://192.168.1.1」です。 

 

図4.12 ネットワーク設定 

 

ネットワーク設定ではMTX-70P-NW自体の設定を行います。ローカルIPアドレス、サブネットマスク、デフォルト

ケートウェイ、PHY MODE、コミュニティ名が設定できます。 

これらの設定を変更した場合は設定を有効にするためMTX-70P-NWの電源を入れなおしてください。 

また、ローカルIPアドレスを変更すると、次回起動後のURLが変わりますので適宜置き換えてください。 

なおローカルIPアドレス、サブネットマスク、デフォルトゲートウェイに関してはMTX-70P-NW本体でも確認、修正す

ることが出来ます。「（８）簡易メニューについて」の項を参照してください。 
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図4.13 コントロールモジュール設定 

 

コントロールモジュール設定では操作対象となるマトリックススイッチャーの設定を行います。 

最大4台までの同一機種、設定のマトリックススイッチャーを設定し同一の操作を行うことが出来ます。 

コントロールモジュールの機種名と最大4台までの同一コントロールモジュールを実装したVbus筐体のIPアドレスと

スロット位置を設定します。 

メインコントロールモジュールは必須でステータスやボタンビットマップ取得の対象となります。サブコントロールモ

ジュールはメインコントロールモジュールと同様に動作しますが、ステータスの取得をしませんのでメインコント

ロールモジュールと設定が異なっていたり、サブコントロールモジュール側で操作を行った場合、および通信エ

ラーの発生時は動作が保証されません。 

サブコントロールモジュールを使用しない場合はIPアドレスの最初のオクテットに0を指定してください。 

 

メンテナンスではMTX-70P-NWのソフトウェアのバージョンが確認できます。 
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（８） 簡易メニューについて 

MTX-70P-NWの接続モード(BNCケーブル接続モード、ネットワーク接続モード)の確認、IPアドレス群(IPアドレス、

サブネットマスク、デフォルトゲートウェイ)の確認や設定、出力ページボタンの方向設定などが行えます。出力

ページボタンUP(▲)/DOWN(▼)を同時に約1秒押すと簡易メニューが起動します。 

出力ボタン1に項目、2～5に設定が表示されます。出力ボタン6(EXIT)で簡易メニューを終了します。 

出力ボタン1がハイライトしているときは出力ページボタンUP/DOWNで以上の項目を選択できます。IPアドレス群

の設定は表示されている各オクテットのボタンを押し、ハイライトさせることにより出力ページボタンUP/DOWNで設

定値を変えることが出来ます。出力ページボタンの方向設定はNORMAL/REVERSEボタンを押しいずれかのボタ

ンを点灯させることにより設定します。NORMALは▲ボタンでページ減、▼ボタンでページ増、REVERSEは増減が

逆になります。設定は即時反映され、簡易メニューを終了した場合や他の項目に移動した場合も有効です。IPアド

レス群を変更した場合はMTX-70P-NWを再起動し設定を反映させてください。 

ロックスイッチがONの場合IPアドレス群の変更はできません。 

簡易メニューは10分間無操作の場合自動的に終了します。 

 

（９） カスタム入力ソースボタンページについて 

入力ソースボタンの並びを任意に変更した入力ソースボタンページを最大9ページまで作成できます。 

入力ページボタンLEFT(◀)/RIGHT(▶)および出力ページボタンUP(▲)/DOWN(▼)を同時に約3秒押すと入力、出力

ページボタンが点滅しカスタム入力ソースボタンページの作成/編集が行えます。 

出力ページボタンUP(▲)/DOWN(▼)でカスタム入力ソースボタンページ(C.1～C.9)を選択し、入力ソースボタン

ページに割り当てたい、または割り当てを変更したい同じ番号の出力ボタンを約1秒押します。出力ボタンが点滅し、

割り当てる入力ソースボタンを押すと入力ソースボタンの割り当て、割り当て変更が行えます。割り当てを解除する

場合は点滅している出力ボタンを約1秒押します。この作業を繰り返してカスタム入力ソースボタンページの作成/

編集を行います。 

作成/編集が完了したら入力ページボタンLEFT(◀)/RIGHT(▶)および出力ページボタンUP(▲)/DOWN(▼)を同時に

約1秒押して作成/編集を終了します。 

クロスポイントの切り替え時は入力ページボタンでP.1⇔P.2⇔P.3…P.8(機種、設定により異なります)⇔C.1⇔C.2…

C.9と入力ソースボタンページが選択できます。C.1～C.9は有効な入力ソースボタンが無いページはスキップされ

ます。 
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（１０） 工場出荷時設定について 

入力ソースボタン8を押しながら電源を投入すると工場出荷時設定を行います。電源投入後設定を有効にするため 

再度電源を入れなおしてください。 

設定内容は以下を参照してください。 

 

 

（１１） キートップデザインのカスタマイズについて 

工場出荷設定では、入力ソースボタン1～10には1～10の数字が表示され、出力ボタンにはクロスポイントの設定

に応じて1～10の数字が表示されます。 

キートップのデザインをカスタマイズするには、アプリケーションソフト「ボタンエディット」を使用します。「ボタンエ

ディット」は付属CD-ROMの中に入っています。 

「ボタンエディット」を使用すると、MTX-70P-NWに任意の文字を表示させることができます。文字の登録は「ボタン

エディット」をインストールしたPCとMTX-70-3216HBモジュールを実装したVbus筐体をネットワーク接続して行いま

す。エディットしたデータはMTX-70-3216HBに保存されますので、電源を入れる度にデータを転送する必要はあり

ません。データを保存したMTX-70-3216HBとMTX-70P-NWを接続すると文字情報が転送されます。 

 

MTX-70P-NWを増設する際も、セットアップの必要は無いので

簡単です。エディットしたデータをPCのハードディスクにバッ

クアップすることもできます。また、バックライトの発光色を、

入力チャンネル毎、あるいは出力チャンネル毎に指定する

ことができます。「ボタンエディット」はWindowsアプリケー

ションです。文字は、Windows OS

にインストールされたフォントがご

使用頂けます。  

 

 

図4.123 漢字表示例    図4.124 「ボタンエディット」画面   

項目 設定値

接続モード ネットワーク接続モード

出力保持モード OFF

操作時BEEP音 ON

入力INHIBIT すべてOFF

カスタム入力ソースボタンページ すべて削除

出力ページボタン方向 標準(NORMAL)

起動時表示ボタンページ ページ1

ローカルIPアドレス 192.168.1.1

サブネットマスク 255.255.255.0

デフォルトゲートウェイ 0.0.0.0

PHY MODE AUTO

COMM NAME VIDEOTRON

コントロールモジュール MTX-70H-7272

メインコントロールモジュール 192.168.1.2 SLOT=1

サブ1コントロールモジュール 0.168.1.3 SLOT=1

サブ2コントロールモジュール 0.168.1.4 SLOT=1

サブ3コントロールモジュール 0.168.1.5 SLOT=1

SLOT  8  MTX-70-1616 HB 
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（１２） ボタンエディットの使い方 

付属CD-ROM 内にある「ButtonEdit.exe」を、ローカルコンピューター内の任意の場所にコピーしてください。 

本体が実装されている Vbus 筐体がネットワークに接続されていることを確認してください。 

Vbus 筐体の IP アドレスの工場出荷設定は「192.168.1.1」です。IP アドレスの変更の仕方については、Vbus-70 シ

リーズ筐体の取扱説明書を参照してください。 

 

【アプリケーションの起動】 

「ButtonEdit.exe」をダブルクリックして起動してください。下記のウィンドウが表示されます。 

 

図4.125 ボタンエディット起動画面 

  

SLOT  8  MTX-70-1616 HB 
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【本体と接続する】 

接続先 IP アドレスを設定し、[接続]ボタンをクリックしてください。接続が成功すると、本体が実装されている 

スロット番号、及びモデル名を表示します。接続に失敗した時は、エラーメッセージを表示します。 

Vbus 筐体の IP アドレスの変更方法については、各筐体の取扱説明書を参照してください。 

Telnet で筐体の IP アドレスを変更することができます。Telnet コマンドが使用できない場合、OS の設定で 

無効化されている可能性があります。その場合、下記の設定箇所にて、Telnet クライアントを有効にしてください。 

＞コントロールパネル\プログラムと機能\Windows の機能の有効化または無効化 

※PC、Vbus 筐体の IP アドレスの設定、変更の際は、ネットワーク管理者へご相談ください。 

 

【画面説明】 

21

23

14

15

16 17

18

19

1

3

4 65

87

9 10

20

1312

22

2

11

MTX-70-1616HB

 

図4.126 ボタンエディット編集中画面 

1. 接続先IP アドレス ····································· 本体が実装された Vbus 筐体の IP アドレスを設定します。 

2. SNMP コミュニティ名 ······························· SNMP コミュニティ名を設定します。 

3. スロット番号 ··················································· 接続している本体の実装スロット、機種名が自動検出され、表示されます。Vbus 筐体に複数の本体が 

実装されている場合、プルダウンリストで機器を選択します。プルダウンリストに機種名が表示されない 

場合、IP アドレスの設定、ネットワークの設定が正しいか確認してください。 

4. 接続ボタン ······················································ 接続先IP アドレスを変更した場合、接続ボタンを押してください。 

5. MTX-70 からの取得ボタン ·················· 本体に登録されているキートップのデザイン情報を取得します。 

6. MTX-70 への転送ボタン ······················ 接続先の本体にデザイン情報を転送し、登録します。転送完了後、自動的にリモートパネルのキートップに

デザインが反映されます。 

7. ファイル読み込みボタン ······················· キートップのデザイン情報を、PC のストレージから読み込みます。 

8. ファイル保存ボタン ··································· キートップのデザイン情報を、PC のストレージに保存します。 
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9. 出力別色指定モード ································ リモートパネルの OUTPUT のボタン毎に任意の発光色を指定できます。入力ソースボタンの発光色は、任

意の一色を一律に指定することができます。「入力別色指定モード」、「出力別色指定モード」のどちらかを

指定します。 

10. 入力別色指定モード ································ リモートパネルの入力ソースボタン毎に任意の発光色を指定できます。出力ボタンの発光色は、選択され

ている入力ボタンの発光色が反映されます。「入力別色指定モード」、「出力別色指定モード」のどちらかを

指定します。 

11. 入力/出力選択ボタン······························ 下部に表示するボタンの種類を選択します。「INPUT」を選択した時は入力ボタン、「OUTPUT」を選択した

時は出力ボタンの一覧が表示されます。 

12. 入力/出力ボタン選択1～16 ·············· 編集するボタンを選択します。 

13. 入力/出力ボタンビュアー ···················· 入力/出力選択ボタンが「INPUT」の時は、編集した「入力ソースボタン」、「発光色」が一覧で確認できます。

ドラッグ＆ドロップで編集したデザインのコピーができます。入力/出力選択ボタンが「OUTPUT」の時は、

編集した「発光色」が一覧で確認できます。ドラッグ＆ドロップで編集した色のコピーができます。「出力色

指定モード」を選択している時に有効です。 

14. フォント選択 ··················································· 文字フォントを選択します。OS にインストールされているフォントが使用できます。 

15. 文字装飾ボタン ··········································· 太字、斜体の選択ができます。 

16. 表示文字入力 ··············································· キートップに表示する文字を入力します。二段目に文字を入力すると、実際の表示も二段表示となります。 

17. 入力文字反映ボタン ································ 文字入力ウィンドウに入力した文字が、エディットウィンドウ、入力ボタンビュアーに反映されます。 

18. 文字自動消去 ··············································· チェックボックスを有効にすると、「入力文字反映ボタン」を押す度に、エディットウィンドウの表示が自動で

クリアされます。 

19. 文字サイズ自動調整 ······························· チェックボックスを有効にすると、文字数に応じて文字サイズが自動調整されます。 

20. エディットツール ········································· エディットウィンドウでの編集モードを選択します。ペンと消しゴムが選択できそれぞれ2つの太さを選択で

きます。また、表示反転及び表示消去もできます。 

21. 背景色設定 ···················································· 選択している「入力ソースボタン」、または「出力ボタン」の発光色を変更します。RGB のスライダーを操作

すると、エディットウィンドウの背景色（＝バックライトの発光色）が変化します。 

22. エディットウィンドウ ·································· 選択している「入力ソースボタン」、または「出力ボタン」のキートップ表示イメージが拡大表示され、エ

ディットツールで選択されているペンまたは消しゴムを使用して表示イメージを編集することができます。

背景色は、バックライトの発光イメージです。 

23. 終了ボタン ······················································ アプリケーションを終了します。 

 

【リモートパネルに文字を表示する】 

「.画面説明」の項を参照しながら下記の手順に従って操作してください。 

（1） 本体が実装された Vbus 筐体とリモートパネルと PC をネットワークで接続します。 

（2） 本体とリモートパネルの電源を投入します。 

（3） 「ButtonEdit」を起動し、ネットワークの接続を確認します。 

（4） ⑨、⑩、⑱、⑲を選択し、⑯のウィンドウに 4 文字程度の文字を入力してください。 

（5） ⑰を押すと、⑬、㉒のウィンドウに文字が反映されます。 

（6） ㉑の RGB スイッチを動かし、任意の色を作成してください。⑬、㉒の背景色が変化します。 

（7） ⑥のボタンを押すと、本体にデータが送信され、リモートパネルのボタンに文字が反映されます。 

この設定は本体の不揮発性メモリ記録されますので、電源を切っても設定は保持されます。 
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【アプリケーションの終了】 

設定が完了したら、㉓の[終了]ボタンをクリックしてください。ウィンドウを閉じても問題ありません。 

[終了]をクリックしないで別の本体に接続を替えた時は、[接続]ボタンをクリックしてください。 

 

【アンインストール】 

ローカルコンピューターにコピーした「MTX-70_ButtonEdit.exe」を削除してください。 

このアプリケーション使用するデータは以下のフォルダー内（隠しフォルダ）に書き出されています。 

  C:\ProgramData\VIDEOTRON\MTX-70 

※本ソフトウェアは、レジストリを使用していません。 
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14．シーケンスモードについて 

シーケンスモードは、メニューで指定した入力を順番に出力します。実行する出力チャンネルを選び、入力チャンネ

ルを個別に切り替えのON/OFFで指定します。切り替え時間は等間隔で、1秒～99秒まで指定できます。切り替え時

間をOFFにすると、シーケンスモードを停止します。出力チャンネルで指定したチャンネルのREMOTE/LOCAL切り替え

スイッチをREMOTEにすると、シーケンスモードを開始します。  

 

例．OUTPUT1：1→2→4→1・・・の動作ができます。(1→4→2→1・・・の動作はできません)。 

REMOTE & LOCALで実行中、手動で入力チャンネルを切り替えても、次の切り替え時刻になると予定のチャンネル

（シーケンスモードで設定した個別の入力チャンネル）に切り替わります。 出力チャンネルで指定した以外のチャン

ネルは、通常の動作になります。 メニュー表示中は、シーケンスモードの動作を停止します。 

 

出力チャンネルのマッピングが変更されているチャンネルは指定できません。 

 
 

注：メニュー表示状態で未操作状態が10分間続くと、自動的にメニュー階層を抜けます。メニュー階層を抜けた時 

にシーケンスモードがONの状態で、REMOTE設定になっているとシーケンスモードの実行が開始されます。 
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15．ペアリングモードについて 

クワッドリンクシステムやデュアルリンクシステムに使用します。クワッドリンクは8入力×4出力、デュアルリンクは16

入力×8出力のマトリックススイッチャーになります。QUADモードやDUALモードの時は、メニューや表示器も連動

して入出力数が変化します。また、出力チャンネルのマッピングもモードに連動して変化します。QUADモードの時、

クロスポイント表示後の表示器に”QUAD”と表示します。また、DUALモードの時は、”DUAL”と表示します。ペアリ

ングモード変更後は、表示器に”RESET!”と表示されますので、再起動してください。また、ペアリングモードを変更

するとプリセット情報は初期化されます。 

ペアリングモード別のSDI信号入出力とチャンネルの割り当てを示します。 

 

ペアリングモード： QUAD (8入力×4出力) 

入力端子 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 

入力チャンネル 
① ② ③ ④ 

A B C D A B C D A B C D A B C D 

入力端子 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 

入力チャンネル 
⑤ ⑥ ⑦ ⑧ 

A B C D A B C D A B C D A B C D 
 

出力端子 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 

出力チャンネル 
①  ②  ③  ④ 

A B C D A B C D A B C D A B C D 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①

IN 1

IN 2

IN 3

IN 4

IN 5

IN 6

IN 7

IN 8

A

B

C

D

A

B

C

D

入力端子 入力チャンネル

①

OUT 1

OUT 2

OUT 3

OUT 4

OUT 5

OUT 6

OUT 7

OUT8

A

B

C

D

A

B

C

D

出力端子出力チャンネル

② ②

⑦

⑧

IN 25

IN 26

IN 27

IN 28

IN 29

IN 30

IN 31

IN 32

A

B

C

D

A

B

C

D

①

OUT 9

OUT 10

OUT 11

OUT 12

OUT 13

OUT 14

OUT 15

OUT16

A

B

C

D

A

B

C

D

②
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ペアリングモード： DUAL (16入力×8出力)  

入力端子 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 

入力チャンネル 
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ 

A B A B A B A B A B A B A B A B 

 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 

 ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯ 

 A B A B A B A B A B A B A B A B 
 

出力端子 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 

出力チャンネル 
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ 

A B A B A B A B A B A B A B A B 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①

IN 1

IN 2

IN 3

IN 4

IN 5

IN 6

IN 7

IN 8

A

B

A

B

A

B

A

B

入力端子 入力チャンネル

①

OUT 1

OUT 2

OUT 3

OUT 4

OUT 5

OUT 6

OUT 7

OUT8

A

B

A

B

A

B

A

B

出力端子出力チャンネル

③

④

②

③

⑬

IN 25

IN 26

IN 27

IN 28

IN 29

IN 30

IN 31

IN 32

A

B

A

B

A

B

A

B

⑤

OUT 9

OUT 10

OUT 11

OUT 12

OUT 13

OUT 14

OUT 15

OUT16

A

B

A

B

A

B

A

B

⑦

②

④

⑥

⑧

⑭

⑮

⑯
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5．外部インターフェイス 

 

【RS-422】 

 

 

  

ピン番号 信号名 入出力 

1 GND - 

2 TXD- 出力 

3 TXD+ 出力 

4 GND - 

5 RXD+ 入力 

6 RXD- 入力 

1 

2 

3 4 

5 

6 

筐体背面から見たピン番号 

HR10A-7 R-6S ヒロセ電機社製 
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6．SNMP 
 

Vbus筐体からSNMPでステータス監視を行う時、MTX-70U-3216HBのMIBデータは、以下の表に対応します。 

オブジェクト識別子は、【1．3．6．1．4．1．20120．20．1．[機種コード]．1．1.[項番]．[index]】になります。 

（旧識別子は、【1．3．6．1．4．1．20120．［Index］ ．［項番］．0】になります） 

例：機種：MTX-70U-3216HB、項番：3、スロット：1番の場合は【1．3．6．1．4．1．20120．20．1．320．1．1．3．1】になり

ます。 

 

[機種コード] ・・・ 機種毎に番号が割り当てられています。(MTX-70U-3216HBは320になります) 

［項番］    ・・・ 下記表の項番が入ります。（項番＝OID：2バイト） 

［index］    ・・・ スロット番号が入ります。（10スロットタイプの筐体は1～10が入ります） 

 

MIBデータが変化した時は【TRAP】が発生します。（SNMPまたはWebserverで更新された項番は【TRAP】が発生しま

せん） ※SNMPおよびSNMP TRAPの詳細はVbus筐体の取扱説明書を参照してください。 

  

表の内容 

アクセス  ・・・ R/O＝ReadOnly、R/W＝Read/Writeを表します。 

TRAP    ・・・ MIBデータが変化してトラップが発生する物を［○］で表します。 

 

項 

番 

オブジェクト 

識別子 

アク 

セス 

バイト 

数 
内容 実装例 SYNTAX TRAP 

1 mtx703216hbpid R/O 80 プログラム情報 

製品コード 

  “MTX703216HB” 

会社名 

  “VIDEOTRON Corp” 

バージョン 

  “1.00.00 R00” 

製造日 

  “yyyy/mm/dd www” 

  “Build-hh:mm:ss” 

STRING  

3 mtx703216hbkcode R/O 4 機種コード=320 320(d)=140(h) INTEGER  

12 mtx703216hbinputRef R/O 4 
リファレンス入力 

0=Internal REF 1=Sync 検出 

リファレンス入力あり 

1 
INTEGER ○ 

13 mtx703216hbRefStatus R/O 4 
リファレンス信号入力 

枠外に記述 ※1 

525i 入力あり 

0 
INTEGER ○ 

21 mtx703216hbModuleStatus R/W 4 

コントローラーモジュールステー

タス 

0:正常 1=DipSw No.8 での設定初

期化が有効 2=メニューでコント

ローラーの再起動が必要な設定

が変更された 3=シリアル通信の

中断通知 4=コネクターモジュー

ルエラーもしくは未接続の時 5=

実装スロットのエラー 6=FAN A

と B 回転数異常もしくは停止状態 

7=FAN A 回転数異常もしくは停止

状態 8=FAN B 回転数異常もしく

は停止状態 99=操作パネルの

ビットマップが更新された(オート

クリア) 

DipSw No.8 オンの場合 

1 

3のWRITEでシリアル通信中

断通知のクリア 

INTEGER ○ 

40 mtx703216hbContVer R/O 4 
コントローラーハードの 

バージョン情報  英数字4 文字 

英数字4 文字 

”R.00” = 0x522E3030 
STRING ○ 

50 mtx703216hbreferenceSelect R/W 4 
リファレンス選択   bit0 

0=EXT DIRECT 1=EXT SUB 

EXT DIRECT モード 

0 
INTEGER ○ 
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51 mtx703216hbdipsw R/O 4 

ディップスイッチ 

bit0～7：SW1-1～8  bit7:初期化 

※bit0（SW1-1）は ON/OFF の状

態に関係なく“0”固定です 

0 INTEGER ○ 

52 mtx703216hbSwpMode R/W 4 
スイッチングポイントモード 

0:HD 1:SD 2:3G 

HD を選択 

0 
INTEGER ○ 

53 mtx703216hbBncKey R/O 4 

コネクターモジュールタイプ 

76:3216HB  78:3232HB 

128:モジュール未接続 

3216HB 

76 
INTEGER ○ 

54 mtx703216hbRs422Mode R/O 4 

RS-422 の切り替え 

0=OFF 1=NORMAL 

2=GPI70 

RS-422 制御許可 

2 GPI-70 
INTEGER ○ 

55 mtx703216hbSnmpMode R/O 4 

snmp 設定の 関連付け 

0=off (DISABLE)  

1=REMOTE ON 時に有効 

2=LOCAL ON 時に有効 

snmp 設定 

LOCAL ON 時に有効 

2 

INTEGER ○ 

56 mtx703216hbStartMode R/W 4 

起動時のクロスポイント 

0:最後のクロスポイント 

1～16:PRESET1-16 

最後のクロスポイントで起動 

0 
INTEGER ○ 

65 mtx703216hbPresetLoad R/W 4 
プリセットをクロスポイントに読み

出す 

0:該当無し 

1～16:プリセット番号 
INTEGER ○ 

66 mtx703216hbSetPresetNo R/W 4 

登録用プリセット番号 

(登録はプリセット番号指定後、登

録するクロスポイントを指定しま

す) ※現在のクロスポイントには

影響しません。 

1～16  ※0:無効 INTEGER ○ 

83 mtx703216hbPairingMode  R/O 4 
ペアリングモード 

 0=NOR 1=QUAD 2=DUAL 
0～2 INTEGER ○ 

84 mtx703216hbRs422Rate R/W 4 
RS422 ビットレート(bps) 

0=9.6K 1=19.2K 2=38.4K 
0～2 INTEGER ○ 

1000 mtx703216hbCrossPoint1 R/W 4 

出力チャンネルのマッピングを 

反映した現在のクロスポイント 1 

  output 1～6 

bit0～4 ：   output 1 

bit5～9 ：   output 2 

bit10～14 ： output 3 

bit15～19 ： output 4 

bit20～24 ： output 5 

bit25～29 ： output 6 

0:input 1～31:input 32 

 

output1～6 :  

全て input 1 の時 

0 

INTEGER ○ 

1001 mtx703216hbCrossPoint2 R/W 4 

出力チャンネルのマッピングを 

反映した現在のクロスポイント 2 

  output 7～12 

bit0～4 ：   output 7 

bit5～9 ：   output 8 

bit10～14 ： output 9 

bit15～19 ： output 10 

bit20～24 ： output 11 

bit25～29 ： output 12 

0:input 1～31:input 32 

 

output7～12 :  

全て input 2 の時 

34,636,833d 

(210 8421h) 

INTEGER ○ 

1002 mtx703216hbCrossPoint3 R/W 4 

出力チャンネルのマッピングを 

反映した現在のクロスポイント 3 

  output 13～18 

bit0～4 ：   output 13 

bit5～9 ：   output 14 

bit10～14 ： output 15 

bit15～19 ： output 16 

bit20～24 ： output 17 

bit25～29 ： output 18 

0:input 1～31:input 32 

 

output13～18 :  

全て input 3 の時 

69,273,666d 

(421 0842h) 

INTEGER ○ 

1003 mtx703216hbCrossPoint4 R/W 4 

出力チャンネルのマッピングを 

反映した現在のクロスポイント 4 

  output 19～24 

bit0～4 ：   output 19 

bit5～9 ：   output 20 

bit10～14 ： output 21 

bit15～19 ： output 22 

bit20～24 ： output 23 

bit25～29 ： output 24 

0:input 1～31:input 32 

 

output19～24 :  

全て input 4 の時 

103,910,499d 

(631 8C63h) 

INTEGER ○ 

1004 mtx703216hbCrossPoint5 R/W 4 

出力チャンネルのマッピングを 

反映した現在のクロスポイント 5 

  output 25～30 

0:input 1～31:input 32 INTEGER ○ 
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bit0～4 ：   output 25 

bit5～9 ：   output 26 

bit10～14 ： output 27 

bit15～19 ： output 28 

bit20～24 ： output 29 

bit25～29 ： output 30 

1005 mtx703216hbCrossPoint6 R/W 4 

出力チャンネルのマッピングを反

映した現在のクロスポイント 6 

  output 31～32 

bit0～4 ：   output 31 

bit5～9 ：   output 32 

0:input 1～31:input 32 INTEGER ○ 

1006 mtx703216hbPresetOut1 R/W 4 

登録するクロスポイント 1 

  output 1～6 

(SetPresetNo で指定したプリセッ

ト番号へ登録します) 

bit0～4 ：   output 1 

bit5～9 ：   output 2 

bit10～14 ： output 3 

bit15～19 ： output 4 

bit20～24 ： output 5 

bit25～29 ： output 6 

0:input 1～31:input 32 

 

output1～6 : 

全て input 1 の時 

0 

INTEGER ○ 

1007 mtx703216hbPresetOut2 R/W 4 

登録するクロスポイント 2 

  output 7～12 

bit0～4 ：   output 7 

bit5～9 ：   output 8 

bit10～14 ： output 9 

bit15～19 ： output 10 

bit20～24 ： output 11 

bit25～29 ： output 12 

0:input 1～31:input 32 

 

output7～12 : 

全て input 2 の時 

34636833d 

(2108421h) 

INTEGER ○ 

1008 mtx703216hbPresetOut3 R/W 4 

登録するクロスポイント 3 

  output 13～18 

bit0～4 ：   output 13 

bit5～9 ：   output 14 

bit10～14 ： output 15 

bit15～19 ： output 16 

bit20～24 ： output 17 

bit25～29 ： output 18 

0:input 1～31:input 32 

 

output13～18 : 

全て input 3 の時 

69273666d 

(4210842h) 

INTEGER ○ 

1009 mtx703216hbPresetOut4 R/W 4 

登録するクロスポイント 4 

  output 19～24 

bit0～4 ：   output 19 

bit5～9 ：   output 20 

bit10～14 ： output 21 

bit15～19 ： output 22 

bit20～24 ： output 23 

bit25～29 ： output 24 

0:input 1～31:input 32 

 

output19～24 : 

全て input 4 の時 

103910499d 

(6318C63h) 

INTEGER ○ 

1010 mtx703216hbPresetOut5 R/W 4 

登録するクロスポイント 5 

  output 25～30 

bit0～4 ：   output 25 

bit5～9 ：   output 26 

bit10～14 ： output 27 

bit15～19 ： output 28 

bit20～24 ： output 29 

bit25～29 ： output 30 

0:input 1～31:input 32 INTEGER ○ 

1011 mtx703216hbPresetOut6 R/W 4 

登録するクロスポイント 6 

  output 31～32 

bit0～4 ：   output 31 

bit5～9 ：   output 32 

0:input 1～31:input 32 INTEGER ○ 

1012 mtx703216hbInStatus1 R/O 4 

入力信号の状態 1 

  input 1～10 

bit0～2 ：   input 1 

bit3～5 ：   input 2 

bit6～8 ：   input 3 

bit9～11 ：  input 4 

bit12～14 ： input 5 

bit15～17 ： input 6 

bit18～20 ： input 7 

bit21～23 ： input 8 

bit24～26 ： input 9 

bit27～29 ： input 10 

入力信号の状態 

0=UnLock、

1=MADI(125Mbps)、 

2=SD、3=HD、4=3G 

 

HD が出力 

3 

INTEGER ○ 
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1013 mtx703216hbInStatus2 R/O 4 

入力信号の状態 2 

  input 11～20 

bit0～2 ：   input 11 

bit3～5 ：   input 12 

bit6～8 ：   input 13 

bit9～11 ：  input 14 

bit12～14 ： input 15 

bit15～17 ： input 16 

bit18～20 ： input 17 

bit21～23 ： input 18 

bit24～26 ： input 19 

bit27～29 ： input 20 

入力信号の状態 

0=UnLock、

1=MADI(125Mbps)、 

2=SD、3=HD、4=3G 

 

HD が出力 

3 

INTEGER ○ 

1014 mtx703216hbInStatus3 R/O 4 

入力信号の状態 3 

  input 21～30 

bit0～2 ：   input 21 

bit3～5 ：   input 22 

bit6～8 ：   input 23 

bit9～11 ：  input 24 

bit12～14 ： input 25 

bit15～17 ： input 26 

bit18～20 ： input 27 

bit21～23 ： input 28 

bit24～26 ： input 29 

bit27～29 ： input 30 

入力信号の状態 

0=UnLock、

1=MADI(125Mbps)、 

2=SD、3=HD、4=3G 

 

HD が出力 

3 

INTEGER ○ 

1015 mtx703216hbInStatus4 R/O 4 

入力信号の状態 4 

  input 31～32 

bit0～2 ：   input 31 

bit3～5 ：   input 32 

同上 INTEGER ○ 

1016 mtx703216hbExtStatus1 R/W 4 

拡張用ステータス 1 

  output 1～output 16 

bit0～1 ：   output 1 

bit2～3 ：   output 2 

bit4～5 ：   output 3 

bit6～7 ：   output 4 

bit8～9 ：   output 5 

bit10～11 ： output 6 

bit12～13 ： output 7 

bit14～15 ： output 8 

bit16～17 ： output 9 

bit18～19 ： output 10 

bit20～21 ： output 11 

bit22～23 ： output 12 

bit24～25 ： output 13 

bit26～27 ： output 14 

bit28～29 ： output 15 

bit30～31 ： output 16 

Remote/Local ： 

 0:Remote ON/Local ON 

 1:Remote ON/Local OFF 

 2:Remote OFF/Local OFF 

 3:Remote OFF/Local ON 

INTEGER ○ 

1017 mtx703216hbExtStatus2 R/W 4 

拡張用ステータス 2 

  output 17～output 32 

bit0～1 ：   output 17 

bit2～3 ：   output 18 

bit4～5 ：   output 19 

bit6～7 ：   output 20 

bit8～9 ：   output 21 

bit10～11 ： output 22 

bit12～13 ： output 23 

bit14～15 ： output 24 

bit16～17 ： output 25 

bit18～19 ： output 26 

bit20～21 ： output 27 

bit22～23 ： output 28 

bit24～25 ： output 29 

bit26～27 ： output 30 

bit28～29 ： output 31 

bit30～31 ： output 32 

Remote/Local ： 

 0:Remote ON/Local ON 

 1:Remote ON/Local OFF 

 2:Remote OFF/Local OFF 

 3:Remote OFF/Local ON 

INTEGER ○ 
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1018 mtx703216hbSeqTime R/W 4 

シーケンスタイム 

シーケンスモードのON/OFFと切

り替え時間： 

 0(OFF),1～99(ON,sec) 

Bit0～7=SequenceMode 

5 秒間隔で切り替え実行 

5 
INTEGER ○ 

1019 mtx703216hbOutputMap1 R/W 4 

出力チャンネルのマッピング 1 

  output 1～6 

bit0～4 ：   output 1 

bit5～9 ：   output 2 

bit10～14 ： output 3 

bit15～19 ： output 4 

bit20～24 ： output 5 

bit25～29 ： output 6 

0:output 1～31:output 32 

 

output1～6 :  

全て output 1 の時 

0 

INTEGER ○ 

1020 mtx703216hbOutputMap2 R/W 4 

出力チャンネルのマッピング 2 

  output 7～12 

bit0～4 ：   output 7 

bit5～9 ：   output 8 

bit10～14 ： output 9 

bit15～19 ： output 10 

bit20～24 ： output 11 

bit25～29 ： output 12 

0:output 1～31:output 32 

 

output7～12 :  

全て output 2 の時 

34,636,833d 

(210 8421h) 

INTEGER ○ 

1021 mtx703216hbOutputMap3 R/W 4 

出力チャンネルのマッピング 3 

  output 13～18 

bit0～4 ：   output 13 

bit5～9 ：   output 14 

bit10～14 ： output 15 

bit15～19 ： output 16 

bit20～24 ： output 17 

bit25～29 ： output 18 

0:output 1～31:output 32 

 

output13～18 :  

全て output 3 の時 

69,273,666d 

(421 0842h) 

INTEGER ○ 

1022 mtx703216hbOutputMap4 R/W 4 

出力チャンネルのマッピング 4 

  output 19～24 

bit0～4 ：   output 19 

bit5～9 ：   output 20 

bit10～14 ： output 21 

bit15～19 ： output 22 

bit20～24 ： output 23 

bit25～29 ： output 24 

0:output 1～31:output 32 

 

output19～24 :  

全て output 4 の時 

103,910,499d 

(631 8C63h) 

INTEGER ○ 

1023 mtx703216hbOutputMap5 R/W 4 

出力チャンネルのマッピング 5 

  output 25～30 

bit0～4 ：   output 25 

bit5～9 ：   output 26 

bit10～14 ： output 27 

bit15～19 ： output 28 

bit20～24 ： output 29 

bit25～29 ： output 30 

0:output 1～31:output 32 INTEGER ○ 

1024 mtx703216hbOutputMap6 R/W 4 

出力チャンネルのマッピング 6 

  output 31～32 

bit0～4 ：   output 31 

bit5～9 ：   output 32 

0:output 1～31:output 32 INTEGER ○ 

1025 mtx703216hbSeqOutput R/W 4 

シーケンスモード の 

出力チャンネル 

bit0 ～7 = SequenceMode 

0～31 ： output 1-32 

0:output 1～ 31:output 32 INTEGER ○ 

1026 mtx703216hbSeqInput R/W 4 

シーケンスモード の 

入力チャンネル 

bit0 ： input1 … 

bit31 ： input32 

シーケンスの使用 

0=ON、1=OFF 
INTEGER ○ 

1027 mtx703216hbScrSaver R/W 4 

スクリーンセーバーの設定 

0=OFF 1=NAME ROLL 

2=DIM70% 3=DIM50% 4=DIM30% 

0～4 INTEGER ○ 

1028 mtx703216hbAlarm R/W 4 

リファレンスアラームの 

設定 bit0 :  

0=DISABLE、1=ENABLE 

0～1 

リファレンスのアラーム設定

が ENABLE の時 1 

INTEGER ○ 

※ ディップスイッチ SW1-4 番を ON にすると、項番の 2000 番以降が使用可能になります。工場出荷時設定は、OFF です。 
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2000 mtx703216hbExtCrossPoint1 R/W 4 

出力チャンネルのマッピングを反

映した現在のクロスポイント 1 

  output 1 

0:input 1～31:input 32 

output1 が: input 1 の時 

0 

INTEGER ○ 

2001 mtx703216hbExtCrossPoint2 R/W 4 

出力チャンネルのマッピングを反

映した現在のクロスポイント 2 

  output 2 

0:input 1～31:input 32 

Output2 が: input 1 の時 

0 

INTEGER ○ 

2002 mtx703216hbExtCrossPoint3 R/W 4 

出力チャンネルのマッピングを反

映した現在のクロスポイント 3 

  output 3 

0:input 1～31:input 32 

Output3 が: input 1 の時 

0 

INTEGER ○ 

2003 mtx703216hbExtCrossPoint4 R/W 4 

出力チャンネルのマッピングを反

映した現在のクロスポイント 4 

  output 4 

0:input 1～31:input 32 

Output4 が: input 1 の時 

0 

INTEGER ○ 

2004 mtx703216hbExtCrossPoint5 R/W 4 

出力チャンネルのマッピングを反

映した現在のクロスポイント 5 

  output 5 

0:input 1～31:input 32 

Output5 が: input 1 の時 

0 

INTEGER ○ 

2005 mtx703216hbExtCrossPoint6 R/W 4 

出力チャンネルのマッピングを反

映した現在のクロスポイント 6 

  output 6 

0:input 1～31:input 32 

Output6 が: input 1 の時 

0 

INTEGER ○ 

2006 mtx703216hbExtCrossPoint7 R/W 4 

出力チャンネルのマッピングを反

映した現在のクロスポイント 7 

  output 7 

0:input 1～31:input 32 

Output7 が: input 1 の時 

0 

INTEGER ○ 

2007 mtx703216hbExtCrossPoint8 R/W 4 

出力チャンネルのマッピングを反

映した現在のクロスポイント 8 

  output 8 

0:input 1～31:input 32 

Output8 が: input 1 の時 

0 

INTEGER ○ 

2008 mtx703216hbExtCrossPoint9 R/W 4 

出力チャンネルのマッピングを反

映した現在のクロスポイント 9 

  output 9 

0:input 1～31:input 32 

Output9 が: input 1 の時 

0 

INTEGER ○ 

2009 mtx703216hbExtCrossPoint10 R/W 4 

出力チャンネルのマッピングを反

映した現在のクロスポイント 10 

  output 10 

0:input 1～31:input 32 

Output10 が: input 1 の時 

0 

INTEGER ○ 

2010 mtx703216hbExtCrossPoint11 R/W 4 

出力チャンネルのマッピングを反

映した現在のクロスポイント 11 

  output 11 

0:input 1～31:input 32 

Output11 が: input 1 の時 

0 

INTEGER ○ 

2011 mtx703216hbExtCrossPoint12 R/W 4 

出力チャンネルのマッピングを反

映した現在のクロスポイント 12 

  output 12 

0:input 1～31:input 32 

Output12 が: input 1 の時 

0 

INTEGER ○ 

2012 mtx703216hbExtCrossPoint13 R/W 4 

出力チャンネルのマッピングを反

映した現在のクロスポイント 13 

  output 13 

0:input 1～31:input 32 

Output13 が: input 1 の時 

0 

INTEGER ○ 

2013 mtx703216hbExtCrossPoint14 R/W 4 

出力チャンネルのマッピングを反

映した現在のクロスポイント 14 

  output 14 

0:input 1～31:input 32 

Output14 が: input 1 の時 

0 

INTEGER ○ 

2014 mtx703216hbExtCrossPoint15 R/W 4 

出力チャンネルのマッピングを反

映した現在のクロスポイント 15 

  output 15 

0:input 1～31:input 32 

Output15 が: input 1 の時 

0 

INTEGER ○ 

2015 mtx703216hbExtCrossPoint16 R/W 4 

出力チャンネルのマッピングを反

映した現在のクロスポイント 16 

  output 16 

0:input 1～31:input 32 

Output16 が: input 1 の時 

0 

INTEGER ○ 

2016 mtx703216hbExtCrossPoint17 R/W 4 

出力チャンネルのマッピングを反

映した現在のクロスポイント 17 

  output 17 

0:input 1～31:input 32 

Output17 が: input 1 の時 

0 

INTEGER ○ 

2017 mtx703216hbExtCrossPoint18 R/W 4 

出力チャンネルのマッピングを反

映した現在のクロスポイント 18 

  output 18 

0:input 1～31:input 32 

Output18 が: input 1 の時 

0 

INTEGER ○ 

2018 mtx703216hbExtCrossPoint19 R/W 4 

出力チャンネルのマッピングを反

映した現在のクロスポイント 19 

  output 19 

0:input 1～31:input 32 

Output19 が: input 1 の時 

0 

INTEGER ○ 

2019 mtx703216hbExtCrossPoint20 R/W 4 

出力チャンネルのマッピングを反

映した現在のクロスポイント 20 

  output 20 

0:input 1～31:input 32 

Output20 が: input 1 の時 

0 

INTEGER ○ 

2020 mtx703216hbExtCrossPoint21 R/W 4 

出力チャンネルのマッピングを反

映した現在のクロスポイント 21 

  output 21 

0:input 1～31:input 32 

Output21 が: input 1 の時 

0 

INTEGER ○ 

2021 mtx703216hbExtCrossPoint22 R/W 4 

出力チャンネルのマッピングを反

映した現在のクロスポイント 22 

  output 22 

0:input 1～31:input 32 

Output22 が: input 1 の時 

0 

INTEGER ○ 
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2022 mtx703216hbExtCrossPoint23 R/W 4 

出力チャンネルのマッピングを反

映した現在のクロスポイント 23 

  output 23 

0:input 1～31:input 32 

Output23 が: input 1 の時 

0 

INTEGER ○ 

2023 mtx703216hbExtCrossPoint24 R/W 4 

出力チャンネルのマッピングを反

映した現在のクロスポイント 24 

  output 24 

0:input 1～31:input 32 

Output24 が: input 1 の時 

0 

INTEGER ○ 

2024 mtx703216hbExtCrossPoint25 R/W 4 

出力チャンネルのマッピングを反

映した現在のクロスポイント 25 

  output 25 

0:input 1～31:input 32 

Output25 が: input 1 の時 

0 

INTEGER ○ 

2025 mtx703216hbExtCrossPoint26 R/W 4 

出力チャンネルのマッピングを反

映した現在のクロスポイント 26 

  output 26 

0:input 1～31:input 32 

Output26 が: input 1 の時 

0 

INTEGER ○ 

2026 mtx703216hbExtCrossPoint27 R/W 4 

出力チャンネルのマッピングを反

映した現在のクロスポイント 27 

  output 27 

0:input 1～31:input 32 

Output27 が: input 1 の時 

0 

INTEGER ○ 

2027 mtx703216hbExtCrossPoint28 R/W 4 

出力チャンネルのマッピングを反

映した現在のクロスポイント 28 

  output 28 

0:input 1～31:input 32 

Output28 が: input 1 の時 

0 

INTEGER ○ 

2028 mtx703216hbExtCrossPoint29 R/W 4 

出力チャンネルのマッピングを反

映した現在のクロスポイント 29 

  output 29 

0:input 1～31:input 32 

Output29 が: input 1 の時 

0 

INTEGER ○ 

2029 mtx703216hbExtCrossPoint30 R/W 4 

出力チャンネルのマッピングを反

映した現在のクロスポイント 30 

  output 30 

0:input 1～31:input 32 

Output30 が: input 1 の時 

0 

INTEGER ○ 

2030 mtx703216hbExtCrossPoint31 R/W 4 

出力チャンネルのマッピングを反

映した現在のクロスポイント 31 

  output 31 

0:input 1～31:input 32 

Output31 が: input 1 の時 

0 

INTEGER ○ 

2031 mtx703216hbExtCrossPoint32 R/W 4 

出力チャンネルのマッピングを反

映した現在のクロスポイント 32 

  output 32 

0:input 1～31:input 32 

Output32 が: input 1 の時 

0 

INTEGER ○ 

   

※1 項番13 リファレンス信号入力 

EXT DIR： 

0:525i 1:625i 2:1080i/59 3:1080i/50 

4:1080i/60 8:1080sf/24 9:1080sf/23 

10:1080p/30 11:1080p/29 12:1080p/25 

13:1080p/24 14:1080p/23 18:NoRef  

 

EXT SUB： 

20:59/29(CF 対応) 21:50/25(CF 対応) 

22:60/30/24 23:59/29/23(CF 未対応) 

24:59/29/23(CF 対応) 25:NoRef 

 

※MIB フォーマットは映像入力32 チャンネル、映像出力32 チャンネルに対応しており、MTX-70-3216 では冗長分を 

含んでいます。 

※ディップスイッチ SW1-4番をONにすると、項番の2000番以降が使用可能になります。 工場出荷時設定は、OFFです。 

※お手持ちの Vbus 筐体が SNMP 対応したものか分からない場合、筐体のシリアルナンバーを確認し、当社までお問 

い合わせください。 
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7．工場出荷設定 （ディップスイッチの操作） 

 

 ディップスイッチの操作により、工場出荷設定に戻すことができます。 

ディップスイッチは SW1 という名称で下図の位置にあります。 

拡大

SW1

8 7 6 5

ON

SW1
4 3 2 1

ON

18

 

配置図 7-1 ディップスイッチ 

 

ディップスイッチに割り当てられている機能は下記の通りです。 

番号 状態 設定内容 

1 ON 常にONとしてください。 

2 OFF オプションのGPI-70B プリセットタリー出力を設定します。 

3 OFF オプションのGPI-70B タリー機能を設定します。 

4 OFF SNMP MIBの項番2000番以降を有効にします。 

5 OFF 未使用 

6 OFF RS-422シリアル通信の監視機能を設定します。 

7 OFF 未使用 

8 OFF 工場出荷設定にします。 

・常に背面モジュールを取り付けた状態で行ってください。 

 

・ディップスイッチの8番をONの状態で起動すると、工場出荷設定を開始します。 

※実行は１秒で終わります。表示器に”RESET!”と表示したら、電源を落としてディップスイッチをOFFに 

してください。出荷時設定にすると、キートップの色とデザインもデフォルトに戻ります。 

 

注意！ ディップスイッチの8番は、工場出荷設定終了後、電源を落として必ずOFFに戻してください。 

ONにしたままですと、電源投入時、常に設定がクリアされます。 
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8．トラブルシューティング  

 

トラブルが発生した場合の対処方法です。 

 （文中の→は対処方法を示しています） 

 

現 象 電源が入らない！ 

原 因 ・筐体正面の電源スイッチはON側になっていますか？ 

・筐体の電源ケーブルのプラグはコンセントに挿入されていますか？ 

・筐体のヒューズは切れていませんか？ 

→もし交換してすぐにヒューズが切れるようであれば直ちに使用を中止し、弊社へお問い合わせください。 

 

現 象 まったく動作しない！ 

原 因 ・メインモジュール（基板）は奥まで正しく挿入されていますか？ 

 →前面のふたを外し、奥まで確実に刺さっているかご確認ください。 

→表示器にキャラクターが表示されない場合、直ちに使用を中止し、弊社へお問い合わせください。 

 

現 象 ブランキングスイッチの映像が乱れる！ 

原 因 ・映像信号に対応したリファレンス信号を正しく入力していますか？ 

・REFランプは点灯していますか？ 

・設定メニューの”REF SEL”は”EXT DIR”の設定で、REF INに信号を入力していますか？ 

→設定メニューの”REF SEL”を”EXT DIR”の設定にし、入力信号に対応した REF 信号を入力してください。 

「4．6．リファレンス信号について」、「4．7．ブランキングスイッチ制御について」を参照してください。 

→設定メニューの”REF SEL”が”EXT SUB”の設定の場合、他モジュールにリファレンスを分配するモ

ジュールが存在していますか？設定を確認してください。 

→設定メニューの”REF SEL”が”EXT SUB”の設定の場合、MTX-70-3216HB には BBS 信号が供給されま

す。 

「4．7．ブランキングスイッチ制御について」の項を参照し、入力信号、”SW POINT”の設定を確認してくだ

さい。 

・リファレンス信号と、入力信号はブランキングスイッチに対応した組み合わせですか？ 

→「4．6．リファレンス信号について」、「4．7．ブランキングスイッチ制御について」を参照してください。 

・後段の機械はAVDLを内蔵していますか？ 

→ブランキングスイッチが正しく行われていても、後段の機械がAVDLを内蔵していない場合、映像が 

乱れる場合があります。後段の機械の仕様、設定をご確認ください。 

→後段の機械がAVDL等を内蔵していない場合、FS-70M4、FS-70U等のAVDL機能を持った機械で 

受けることにより、対処できます。 

・映像信号、リファレンス信号の位相は正しいですか？ 

→映像信号は、リファレンス信号に対して±5μ以内の位相差である必要があります。システムの位相を 

調整してください。 
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現 象 MTX-70-3216HBモジュールの表示器からクロスポイントが切り換えできない！ 

原 因 ・パネルのLOCALスイッチの状態を確認して下さい。 

→LOCALがOFFになっていると切り替えできません。LOCALをONにして動作を確認して下さい。 

・切り替えを行う出力チャンネルのマッピング設定を確認して下さい。 

→マッピング設定が登録されている場合は、選択している出力チャンネルと同じ数字を設定し、 

マッピング設定を解除して動作を確認して下さい。 

現 象 Webserver画面からクロスポイントが切り換えできない！ 

原 因 ・MTX-70-3216HBのSNMP設定がOFFになっていると、Webserver画面からコントロールできません。 

→SNMP設定をREMOTE/LOCALに設定して動作を確認して下さい。 

・切り替えを行う出力チャンネルのマッピング設定を確認して下さい。 

→マッピング設定が登録されている場合は、選択している出力チャンネルと同じ数字を設定し、マッピン

グ設定を解除して動作を確認して下さい。 

現 象 クロスポイントの制御が効かない！ 

原 因 ・RS-422によるリモート制御の時 

→「現 象 RS-422制御が効かない！」を参照して下さい。 

・オプションのGPI-70Bによるリモート制御の時 

→「現 象 GPI-70Bの制御が効かない！」を参照して下さい。 

・オプションのパネルによるリモート制御の時 

→「現 象 MTX-70P-NWの制御が効かない！」を参照して下さい。 

・SNMPによるリモート制御の時 

→「現 象 SNMP制御が効かない！」を参照して下さい。 

・MTX-70基板の表示器の制御の時 

→「現 象 MTX-70基板の表示器からクロスポイントが切り換えできない！」を参照して下さい。 

・Webserver画面を制御の時 

→「現 象 Webserver画面からクロスポイントが切り換えできない！」を参照して下さい。 

現 象 RS-422制御が効かない！ 

原 因 ・設定メニューの”RS422 MODE”は”NORMAL”の設定になっていますか？ 

→”NORMAL”の設定になっていることを確認してください。 

・ご使用しているケーブルはRS-422ストレートケーブルですか？ 

→ケーブルの仕様、コントローラーのコネクターのピン番をご確認ください。 

・REMOTE/LOCALの設定がREMOTE OFFになってはいませんか？ 

→操作パネルを接続してREMOTEがONになっていることを確認してください。 
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現 象 GPI-70Bの制御が効かない！ 

原 因 ・設定メニューの”RS422 MODE”は”GPI-70”の設定になっていますか？ 

→”GPI-70”の設定になっていることを確認してください。 

・GPI-70Bと接続しているケーブルはRS-422クロスケーブルですか？ 

→GPI-70Bに付属のRS-422クロスケーブルを使用してください。 

・REMOTE/LOCALの設定がREMOTE OFFになってはいませんか？ 

→操作パネルを接続してREMOTEがONになっていることを確認してください。 

 

現 象 MTX-70P-NWの制御が効かない！ 

原 因 ・Vbus筐体の10/100BASEとMTX-70P-NWの10/100BASEがネットワークに接続されていますか？ 

→ケーブルの接続を確認し、パネルのステータスが緑色に点灯することを確認してください。 

・MTX-70P-NWのREMOTE/LOCALスイッチの設定はLOCALになっていますか？ 

→LOCALの設定をONにして下さい。 

・MTX-70P-NWのLOCKスイッチをOFFにしていますか？ 

→LOCKスイッチの設定をOFFにして下さい。 

・入力ソースボタン、出力ボタンのINHIBITがONになっていませんか？ 

→入力ソースボタンのINHIBIT設定をOFFにして確認してください。 

操作方法は「4．12．(6)電源投入時設定」、「4．12．(5)入力INHIBIT設定」を参照して下さい。 

・出力チャンネルのマッピングが変更されていませんか？ 

→出力チャンネルのマッピング設定をOFF（出力チャンネルと同じ数字に設定）にして動作を確認してくださ

い。  
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現 象 SNMP制御が効かない！ 

原 因 ・設定メニューの"SNMP"は"REMOTE"または"LOCAL"の設定になっていますか？ 

→"REMOTE"または"LOCAL"の設定になっていることを確認してください。 

"DISABLE"の時は、SNMPによるネットワーク制御が無効になります。 

"REMOTE"の時、REMOTE/LOCAL設定が、REMOTE ONの時に、SNMP制御が有効になります。 

"LOCAL"の時、REMOTE/LOCAL設定が、LOCAL ONの時に、SNMP制御が有効になります。 

Webserverからのクロスポイント設定をリモートパネルと同様に、LOCAL ONで切り替えたい場合、 

設定メニューの"SNMP"を"LOCAL"に設定してください。 

標準では "SNMP"が"REMOTE"に設定されています。 

 

・ご使用しているLANケーブルはクロスケーブルですか？ 

→ハブを介さないでPCと直接LANケーブルで接続する場合はクロスケーブルを使用してください。 

・Vbus70シリーズ筐体、およびSNMP制御アプリケーションのコミュニティ名の設定は正しいですか？ 

→コミュニティ名の工場出荷時設定は”VIDEOTRON”です。「4．8．SNMP制御について」の 

【SNMPコミュニティ名を変更する場合】の項を参照してください。 

・Vbus70シリーズ筐体のIPアドレスの設定は正しいですか？ 

→Vbus70シリーズ筐体の取扱説明書を参照し、IPアドレスを確認してください。 

 

現 象  パネルの特定の出力ボタンが、バックライト・REMOTE/LOCAL ランプ共に消灯している！ 

原 因  ・出力チャンネルのマッピングが変更されていませんか？ 

→出力チャンネルのマッピング設定を OFF（出力チャンネルと同じ数字に設定）にして、 

パネルの各ボタンが点灯する事を確認して下さい。 

 

現 象 Vbus棚より接点アラームが出力される。 

原 因 ・MTX-70-3216HB正面の表示器にFAN ERRORが表示されていませんか？ 

→FANの停止や異常が考えられます。 

直ちに使用を中止し、弊社へお問い合わせください。 
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9．仕 様 

 

1.機 能     

【MTX-70-3216HBモジュール】  

 

【MTX-70P-NW パネル】 

クロスポイント設定 クロスポイントの切り換え方法は下記の四通りあります。 

1. 入力ソースを選択してから、出力先のチャンネルを選択する。 

2. 出力先のチャンネルを選択してから入力ソースを選択する。 

3. 出力先のチャンネルを押しながら入力ソースを連続して選択する。 

4. 出力保持モードで、入力ソースを連続して選択する。 

REMOTE／LOCAL切り換え 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出力チャンネル毎にリモート／ローカルの設定ができます。 

スイッチの操作で、下記の四通りの設定が可能です。 

1. REMOTE ON、LOCAL OFF 

リモート制御のみで手動制御は不可です。 

2. REMOTE OFF、LOCAL ON 

手動制御のみで、RS-422 によるリモート制御は禁止します。 

3. REMOTE ON、LOCAL ON 

リモート制御、手動制御ともに有効です。 

4. REMOTE OFF、LOCAL OFF 

リモート制御、手動制御ともに禁止です。変更禁止設定です。 

STATUSランプ 

 

MTX-70-3216HB モジュールと接続して、操作可能状態の時緑色に点灯し

ます。操作不能の時、赤色点滅します。 

クロスポイント設定 本体のメニュー操作でクロスポイントの設定が可能です。 

クロスポイントステータス表示 本体の表示器にクロスポイントの設定が間欠的に表示されます。 

プリセットメモリ クロスポイントの設定を 16 パターン保持することができます。 

起動時設定 

 

 

電源遮断時のクロスポイントの設定は、電源起動時に復元されます。 

設定により、電源起動時に任意のプリセットパターンを反映させることがで

きます。 

ブランキングスイッチモード 

 

 

 

ブランキングスイッチモードの設定を HD-SDI、または3Gにすると、BBS 入

力時でも、HD-SDI、または 3G 信号の 59Hz フォーマットをブランキングス

イッチすることができます。通常はリファレンス信号のフォーマットを自動判

別して、スイッチングポイントを自動設定します。 

出力チャンネル連動機能 

 

 

 

任意の出力チャンネルを、連動制御することができます。例えば、OUT2 を

OUT1との連動設定にすると、シリアルコマンドでOUT1のクロスポイントに

変更があった場合、同じタイミングで OUT2 のクロスポイントも OUT1 と同じ

設定に切り替わります。連動設定は自由に組み合わせることができます。 

シーケンスモード 

 

 

メニューで指定した入力を順番に出力します。実行する出力チャンネルを

選び、入力チャンネルを個別に切り替えの ON/OFF で指定します。切り替

え時間は等間隔で、1 秒～99 秒まで指定できます。 

ペアリングモード 

 

 

クワッドリンク(SDI×4)やデュアルリンク（SDI×2）システムに使用できま

す。クワッドリンクでは 8×4、デュアルリンクは 16×8 のマトリックススイッ

チャーとして動作します。QUAD モードや DUAL モードの時は、メニューや

表示器も連動して入出力数が変化します。 

RS-422制御 RS-422 でクロスポイント切り替え制御ができます。 

SNMP監視/制御 

 

 

SNMP でリファレンス信号のステータス監視、出力チャンネルのリクロック

情報の監視ができます。また、SNMP 経由でクロスポイントの設定変更、プ

リセットの登録、プリセットの切り換えが可能です。 

GPI制御（オプション） オプションの GPI-70B を使用すると、接点制御によるプリセットパターンの

切替えが可能です。16 本の接点入出力端子があり、16 種類のプリセットパ

ターンをダイレクトに切り替えることができます。 
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LOCKスイッチ 

 

MTX-70P-NWの操作を禁止にします。その他のMTX-70P-NW には連動し

ません。 

文字表示設定 デフォルトで入力ソースボタンに 1～32 の数字が表示されますので、工場

出荷状態でもご使用頂けます。ボタンエディットでスイッチの表示をカスタ

マイズすることで操作性が向上します。漢字は 2 行表示で最大 8 文字。英

数半角では、16～18 文字程度まで表示可能です。 

ボタン発光色設定 

 

ボタンの発光色は、ボタンエディットを使用してカスタマイズできます。ボタ

ンの発光色の表示方法は二通りあります。 

1. 入力チャンネル毎に発光色を指定する方法 

入力チャンネル毎に発光色を指定した場合は、その入力チャンネル 

を選択している出力チャンネルにも発光色が反映されます。 

2. 出力チャンネル毎に発光色を指定する方法 

出力チャンネル毎に発光色を指定した場合は、クロスポイントが変化 

しても入力、出力チャンネルの発光色は変化しません。 

入力INHIBIT設定 

 

指定した入力ソースボタンの操作を抑制できます。誤って他系統の入力を

選択するのを防ぎます。 

入力信号モニター機能 ボタンのバックライトを消灯して入力信号が無くなったことを伝えます。選択

されている出力ボタンは点滅します。 

プリセットの切り替え 16 種類のプリセットパターンを切り替えることができます。 
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2.定 格 

【MTX-70-3216HB モジュール】                                    

入力信号 

・ REF IN 

 

 

・ SDI IN 1～32 

 

・ SDI OUT 1～16 

・  

外部 I/F 

・ LAN1,2 

 

BBS、0.43Vp-p/75Ω BNC 1 系統 

（または 3 値 SYNC、0.6Vp-p/75Ω BNC）  
1080p59/50の3値SYNCは非対応。1080i59/50の3値SYNCをご使用下さい。※1 
SMPTE424M、SMPTE292M、SMPTE259M-C、EN50083-9 

0.8Vp-p/75Ω、Micro BNC 各1系統 

SMPTE424M、SMPTE292M、SMPTE259M-C、EN50083-9 

0.8Vp-p±10%/75Ω Micro BNC 各1 系統 

 

10BASE-T/100BASE-TX/ 1000BASE-T RJ-45  各1系統 ※2 

リファレンスフォーマット 

 

1080p30/29.97/25/24/23.98、 

1080psF24/23.98、1080i60/59.94/50、525i、625i ※1 

映像フォーマット 

 

1080p60/59.94/50/30/29.97/25/24/23.98 

1080psF24/23.98、1080i60/59.94/50、720p60/59.94/50、525i、625i 

動作温度 0～40℃ 

動作湿度 20～80%RH（ただし結露なきこと） 

消費電力  30VA  (5V, 6A)  

質量 1.0kg 

                           ※1 720p60/59.94/50 は未対応  ※2 将来拡張用 

【MTX-70P-NW】 

外部 I/F 

・ PANEL IN 

・ PANEL OUT 

・ Ethernt 

 

2Vp-p/75Ω、BNC 1系統  

2Vp-p/75Ω、BNC 1系統  

10BASE-T/100BASE-TX  RJ-45  1系統 

動作温度 0～40℃ 

動作湿度 20～80%RH（ただし結露なきこと） 

電源 AC100～240V±10%、50/60Hz  

消費電力  10VA (5V,2A) 

質量 2.5kg 

外形寸法 480(W)×88（H）×87(D)mm（突起物含まず） 
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3.性 能      

【MTX-70-3216HB モジュール】                                            

入力特性  

・SDI IN 1～32 

分解能 

サンプリング周波数 

反射減衰量 

イコライザー特性 
 

 

 

入出力遅延 

 

 

10bit/12bit 

3G：148.5MHz 148.35MHz、HD：74.25MHz 74.18MHz、SD：13.5MHz 

5 MHz～1.485GHz：15 dB以上、1.485GHz～2.97GHz：10 dB以上 

3G：100m(5CFB)  HD：200m (5CFB) SD：300m （5CFB） 
※上記の5CFBケーブルにMicro BNC変換ケーブル（DM2.5HWSC002EA-BJ：0.2m）を接続 した 

場合です。 

同軸ケーブルの性能や使用環境により、ケーブル長は大きく変わります。 

100ns未満 

出力特性 

・SDI OUT 1～16 

分解能  

サンプリング周波数 

信号振幅 

反射減衰量 

立ち上がり/立ち下がり時間 

 

 

オーバーシュート 

DCオフセット 

ジッター特性 

アライメント 

タイミング 

 

 

10bit/12bit 

3G：148.5MHz 148.35MHz、HD：74.25MHz 74.18MHz、SD：13.5MHz 

0.8Vp-p±10%/75Ω 

5 MHz～1.485GHz：15 dB以上、1.485GHz～2.97GHz：10 dB以上 

3G：135ps 以下(20%～80%間) 

HD：270ps 以下(20%～80%間) 

SD：0.4ns～1.5ns(20%～80%間) 

10%以下 

0V±0.5V 以内 

 

3G：0.3UI、HD：0.2UI、SD：0.2UI、 

3G：2.0UI、HD：1.0UI、SD：0.2UI 

 

【MTX-70P-NW】 

外部 I/F 

・ PANEL IN 

・ PANEL OUT 

 

 

 

・ Ethernet 

 

100m/3C2V  

100m/3C2V  

※エマージェンシーバイパス機能は機械リレーを使用している関係で、 

連続して複数のパネルの電源が同時に切れた場合の動作保障は 

致しかねます。 

10BASE-T/100BASE-TX  RJ45  

・ 最大カスケード接続台数 3台 (同軸通信時) 
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10．ブロック図 
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11．外形図 

【MTX-70-3216HB モジュール】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



69 

REMOTE

REMOTE

REMOTE

REMOTE

REMOTE

REMOTE

REMOTE

REMOTE

REMOTE

REMOTE

PAGE

INPUT
PAGE

OUTPUT

STATUS

LOCK

LOCAL LOCAL LOCAL LOCAL LOCAL

LOCALLOCALLOCALLOCALLOCAL

10/100BACE
SER.

MADE IN JAPAN

PANEL

IN

OUT

POWER

FUSE T2A

30VA
50/60Hz

AC IN
90     250V

～

MTX-70P-NW

 

【MTX-70P-NW】 
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本書に記載している商標 

Microsoft®、Windows®、および Windows® 7、Windows® 8.1、Windows® 10、Windows® 11 は、 

Microsoft Corporation の米国および他の国における登録商標です。 

その他本書中に記載されている会社名・製品名は、各社の商標または登録商標です。 
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本書の内容については、予告なしに変更する事がありますので予めご了承下さい。 

 

 


